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はじめに 

令和 5 年度は博士課程教育リーディングプログラム「物質科学フロンティアを開拓す

る Ambitious リーダー育成プログラム」にとって大きな節目となる年となりました。本

プログラムは、平成 25 年度に採択以来、10 年にわたって毎年新規学生を採用してまい

りましたが、令和 5 年 3 月の運営委員会において、令和 5 年度以降の新規募集停止と在

籍学生が修了する令和 8 年度をもって、その歴史を閉じることを決定しました。これま

で本プログラムは、担当教員の熱意と採択学生の積極的な参加で多くの成果を挙げるこ

とができ、その成果をもとに「スマート物質科学を拓くアンビシャスプログラム」など

の種々の教育プログラムが開始され、本学における新たな大学院教育の嚆矢となりまし

た。特に令和 3 年度に公募された「次世代研究者挑戦的研究プログラム」では本プログ

ラムでの実施内容を踏まえた「Society 5.0 を牽引する DX 博士人材育成のための研究支

援プロジェクト（DX フェローシップ事業）」が採択され、特定 5 専攻の少人数の博士課

程学生への支援から、本学の 22 学院すべてを対象とする全学的支援へと拡大しました。

この DX フェローシップ事業では、本プログラムでの大きな特徴である「数理連携」

がより現代化され、「DX（デジタルトランスフォーメーション）」という形で導入されて

おり、その実施内容ばかりではなく、その理念についても共通項が多いプログラムにな

っています。したがって、DX フェローシップ事業は本プログラムの後継プログラムと

しても十分機能すると考えられ、実際多くの本プログラム生がこのフェローシップ事業

に採用されていることから、独立した組織体としての本プログラムを維持する必然性は

ないとの結論に達しました。この 10 年の間、本プログラムは、新しい大学院教育の先

駆者としての使命を十分果たし、その理念や成果は DX フェローシップ事業に受け継が

れました。さらに令和 6 年度からは、DX フェローシップ事業の後継プログラムとして、

「Excellence と Extension の融合による未来社会の開拓者育成プログラム（EXEX フェロ

ーシップ事業）」が開始することになっており、その支援枠は 709 名と全学の博士課程

院生数の約 30％まで広がることになります。この EXEX フェローシップ事業は、本プロ

グラムのようにその支援が補助期間が限られるものではなく、恒久的な支援が想定され

ていることから、本プログラムの理念に基づく博士課程学生への支援が大学院教育とし

て、本学にしっかりと根付いたことになります。

最後になりましたが、本報告書をまとめるにあたり、貴重なご意見をいただきました

関係各位に厚く御礼申し上げるとともに、今後もご協力及びご指導戴きますようお願い

申し上げます。

物質科学フロンティアを開拓する

Ambitious リーダー育成プログラム  

プログラムコーディネーター

石森  浩一郎

（2024 年 5 月）  
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プログラムの
概要
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1.1 プログラムの目的と概要 

21 世紀に入り、人類はこれまでに体験したことのない大きな問題に直面しています。

しかし人類は、これまで文明の発達を通じていくつもの大きな困難を乗り越えてきまし

た。本プログラムでは、現代社会の難問題を解決するためには物質科学をさらに高い次

元で追求することが重要であるとの視点から、独自の教育カリキュラムを通じて「圧倒

的専門力」、「俯瞰力」、「フロンティア開拓力」、「国際的実践力」、「内省的知力」を涵養

することで、現代社会の難問題に果敢に挑戦し、解決できるような国際的リーダーの育

成を目指しています。今から 150 年ほど前、北海道は文字通り日本のフロンティアでし

た。いま我々は、現代社会の閉塞を生んでいるさまざまな問題の解決こそが今日のフロ

ンティアであると捉え、強靭な意思をもってこれを開拓する新時代のリーダーを生み出

したいと考えています。  

生命科学専攻 / ソフトマター専攻
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産業界も注目のグローバルリーダー

高い専門性を武器に世界をフィールドとしたプロジェクトを牽引し、チームの多様な

メンバーをまとめて課題を解決に導くリーダーが求められています。本プログラムでは

化学を中心に物質科学を分野横断的に学ぶとともに幅広い能力を養い、学位取得後には

学術・研究機関だけではなく民間企業でも国際的に活躍する人材を育成します。  

研究以外のフィールドでも即戦力となる博士を育成

北海道大学大学院「総合化学院・総合化学専攻」、「生命科学院・生命科学専攻、ソフ

トマター専攻」、「環境科学院・環境物質科学専攻」、「理学院・数学専攻」、「工学院・量

子理工学専攻」に所属する大学院生が対象です。修士課程１年次の夏に選抜試験を受け

た後、主副指導教員とメンターの助言を受けながら 5 年一貫の教育研究カリキュラムを

履修します。  

先進の融合教育プログラム

プログラム生は、連携する組織、機関が提供する幅広い分野の講義を履修することが

できます。カリキュラムを通じて、異分野の研究者との意見交換、共同研究や技術指導

を受ける機会を豊富に設定し、横断的知識と考え方を備えた専門家を育成します。  

研究を俯瞰する数理科学の視点を身につける

専門分野にとらわれない発想力を養うため、すべての現象の根底に流れる原理を解き

明かす学問―数理科学の専門家がプログラム生の研究活動にアドバイスします。  

〈化学＋生命科学＋物質工学〉で社会に貢献するエキスパートを育成します。  

科学技術と社会との効果的な関わり方を探る

様々なメディアを活用した研究アウトリーチの実践を通して、科学技術と社会の橋渡

しをするスキルと倫理観を磨きます。北海道大学で 10 年以上にわたり科学技術コミュ

ニケーションの教育・実践・研究を行っている科学技術コミュニケーション教育研究部

門（CoSTEP）の教員と連携して指導にあたります。  

1.プログラムの概要
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分野の垣根を越えて化学の基礎から応用まで横断的に学ぶ

北海道大学大学院総合化学院は、化学における学理から実用展開を指向した技術に関

する社会の様々な課題に立ち向かう化学の専門家を育成するため、理学系と工学系の大

学院化学教育組織を完全に融合して生まれました。これは日本における初めての試みで

あり、最先端の大学院化学教育組織として、大きな成果を生んでいます。本プログラム

では、総合化学院と他の学院との連携によって、物質工学、生命科学分野を含んだ広大

な専門領域での教育・研究をカバーします。  

また、少人数異分野交流教育として、異なる専門分野をもつ学生が一組となり、現代

社会の難問題解決を目指して研修、討論、共同研究などを行います。  
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グローバルリーダーを養成する仕組み・バックアップ組織

学内外研究機関との連携：北海道大学大学院総合化学院、生命科学院、環境科学院、

理学院、工学院のほか、電子科学研究所附属社会創造数学研究センター、触媒科学研究

所が連携してカリキュラムを運用します。その他学内の 6 つの研究院、センター、研究

所と連携して教育・研究を実施します。学内人材育成支援組織である科学技術コミュニ

ケーション教育研究部門（CoSTEP）、工学系教育研究センター（CEED）、人材育成本部、

国際本部、フロンティア化学教育研究センター（FCC）が、グローバルリーダー養成を

強力にバックアップします。また、10 を超える海外提携大学との連携により、海外研

修やサマーキャンプ、シンポジウムを実施して国際性を高めます。さらに、 10 社を超

える国内企業との連携により、プログラム生は企業インターンシップや企業コンソーシ

アムに参加します。

1.プログラムの概要
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1.2 プログラムの実施体制 

1.2.1 プログラム担当者 
 

 

プログラム責任者・コーディネーター 

プログラム責任者 

山口 淳二 Junji YAMAGUCHI 
北海道大学理事・副学長 

プログラム副コーディネーター / 
異分野ラボビジット委員長 

幅﨑 浩樹 Hiroki HABAZAKI
大学院工学研究院長・工学部長 
大学院工学研究院 応用化学部門  
電子科学研究所 ṇḱ 

ṇ ṇ ṇ 

 
  

プログラムコーディネーター / 運営委員長 

石森 浩一郎 Koichiro ISHIMORI 
北海道大学副学長 

(WPI-ICReDD) ED 
大学院理学研究院 化学部門  
電子科学研究所 ṇ 

プログラム副コーディネーター 

久保 英夫 Hideo KUBO
大学院理学研究院 数学部門  
電子科学研究所 ṇ  

59 名のプログラム担当者、（内、海外連携大学担当者 9 名、企業担当者 10 名）

で実施しました（令和 6 年 3 月 31 日現在）。  
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各委員会委員長 

学生選抜専門委員長 

佐田 和己 Kazuki SADA 
大学院総合化学院 学院長 
大学院理学研究院 化学部門  

教務専門委員長 

佐田 和己 Kazuki SADA 
大学院  学院長 
大学院  化学部門  

学生支援専門委員長 

佐藤 敏文 Toshifumi SATOH 
大学院工学研究院 応用化学部門  

広報専門委員長 

渡慶次 学 Manabu TOKESHI 
大学院工学研究院 応用化学部門  

Qualifying Examination委員長 

坂口 和靖 Kazuyasu SAKAGUCHI 
大学院理学研究院 化学部門  

産官学連携委員長 

向井 紳 Shin MUKAI 
ṇ ṇ長

大学院総合化学院  
院長
大学院工学研究院 応用化 門 

国際連携委員長 

長谷川 靖哉 Yasuchika HASEGAWA 
大学院工学研究院 応用化学部門  

(WPI-ICReDD) PI 

1.プログラムの概要
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プログラム担当教員 

武次  徹也 Tetsuya TAKETSUGU 
大  化学部門  

(WPI-ICReDD) PI 

谷野  圭持 Keiji TANINO 
大  化学部門  

栄 伸一郎 Shin‐Ichiro EI 
大  数学部門  

黒田  紘敏 Hirotoshi KURODA 
大  数学部門  

川本  思心 Shishin KAWAMOTO 
大  門  

ṇ 門 
ṕCoSTEPṖ  

大熊  毅 Takeshi OHKUMA 
ター長

大 工学研究院 応用化学部門  

大利  徹 Tohru DAIRI 
大 工学研究院 応用化学部門  

伊藤  肇 Hajime ITO 
(WPI-ICReDD) 拠点長 

大学院工学研究院 応用化学部門  

上田  幹人 Mikito UEDA 
大 工学研究院 門  

ḱ  高 ṇ
部門研究室・教 ṕ Ṗ 

龔 剣萍 Jian Ping GONG 
大 先端生命科学   

門  
子  ṇ 

(WPI-ICReDD) PI 

佐藤  美洋 Yoshihiro SATO 
大 生命科  生  生命 院長　
大  門  

八木  一三 Ichizo YAGI 
大学院地球環境科学研  機能科学部門  

小松崎  民樹 Tamiki KOMATSUZAKI 
子  ṇ 

 
(WPI-ICReDD) PI 

長山  雅晴 Masaharu NAGAYAMA 
子  ṇ  
・センター長 

西井  準治 Junji NISHII 
電子科学研究所附属 ṇ ṇ 

ṇ  

朝倉  清高 Kiyotaka ASAKURA 
学研究所長   

福岡  淳 Atsushi FUKUOKA 
   

髙岡 晃教 Akinori TAKAOKA 
子  部門  

奥本  素子 Motoko OKUMOTO 
高等教育推進機構 ṇ ṇ ṇ 

ṇ 門ṕCoSTEPṖ 
 

葉 金花 Jinhua YE 
Ӹ ṇ  

ṕMANAṖPI 
ḱ ṇ ḱ

研究協力教員 
大   
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中冨 晶子 Akiko NAKATOMI 

大学   

大津 珠子 Schuko OHTSU 
大学院理学研究院  

 プログラム教員 

七澤 淳 Atsushi NANASAWA 
大学院理学研究院  

三浦 章 Akira MIURA 
大学院工学研究院  

磯野 拓也 Takuya ISONO 
大学院工学研究院  

岩佐 豪 Takeshi IWASA 
大学院理学研究院  

勝山 彬 Akira KATSUYAMA
大学院薬学研究院  

尾瀬 農之 Toyoyuki OSE 

大学院先端生命科学研究院  

堤 拓朗 Takuro TSUTSUMI 

大学院理学研究院  

島尻 拓哉 Takuya SHIMAJIRI 

大学院理学研究院  

プログラム担当者（海外連携機関） 

クッケン  チャ Kookheon CHAR
韓国・ソウル国立大   

ウェンチャン チェン Wen-Chang CHEN
台湾・国立台湾大学 校長・  

ドナルド  ヒルバート Donald HILVERT 
ḱ 工科大学 ṇ

アレクサンダー カッツ Alexander KATZ
米国・ 大学 ṇ ṇ  

フレーク  キャプタイン Freek KAPTEIJN
ḱ 工科大学 

エレナ サビノバ Elena R. SAVINOVA

ḱ ṇ 大学 

ジャンボ  ワン Jianbo WANG 
中国・北京大学  

パン ベイ Pan WEI 
中国・清華大学  

ウェイ ワン Wei WANG
中国・南京大学  

プログラム担当者（連携企業） 

阿部 哲也 Tetsuya ABE 
( ) R&BD  ṇ ṇ 

上村 賢一 Kenichi UEMURA 
日鉄 Ẁ ( ) 総合研究所副所長 
事業開発企画部長  

1.プログラムの概要
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大月 正珠 Masashi OTSUKI 
( )  Ӹ 門 
部門長 

桜田 新哉 Shinya SAKURADA  
( )  ṇ  ḱ

 ṇ

田辺 千夏 Chinatsu TANABE 
ḱ ṇ  

ṇ ṇ ṇ 

日渡 謙一郎 Kenichiro HIWATARI 
( ) ADEKA  再生医

 室長 

熊田 貴夫 Takao KUMADA  
富士電機 ( )   

  

半澤 宏子 Hiroko HANZAWA  
( )日立製作所  ṇ   

 日立神戸ラボ ボ長代行 

兼子 博章 Hiroaki KANEKO 
帝人( ) 再生医療新事業   

飯塚 幸理 Yukinori IIZUKA 
JFE ṇ ( ) ṇ    

退任したプログラム担当者 

ṕ Ṗ 

プログラム担当教員 (学内) 

行松 泰弘 Yasuhiro YUKIMATSU 
大学院工学研究院 工学系教 ṇ 
ṕCEEDṖ  
ṥ2013.10Ṩ2014.6Ṧ 

利根川 吉廣 Yoshihiro TONEGAWA 
大学院理学研究院  
ṥ2013.10Ṩ2015.3Ṧ  

杉山 滋郎 Shigeo SUGIYAMA 
大学院理学研究院 門  
ṥ2013.10Ṩ2016.3Ṧ 

渡辺 康正 Yasumasa WATANABE
大学院工学研究院 工学系教 ṇṕCEEDṖ

ṥ2014.7-2016.6Ṧ 

石村 源生 Gensei ISHIMURA 
高等教育推進機構 ṇ ṇ ṇ 

ṇ 門（CoSTEPṖ
 

ṥ2013.10Ṩ2016.9Ṧ 

松王 政浩 Masahiro MATSUO 
大学院理学研究院 門  
ṥ2014.4Ṩ2017.2Ṧ 

荒井 迅 Zin ARAI  

大学院理学研究院 数学部門  
ṥ2013.10Ṩ2017.3Ṧ 

津田 一郎 Ichiro TSUDA  
大学院理学研究院 数学部門  

ṥ2013.10Ṩ2017.3Ṧ 

眞嶋 俊造 Shunzo MAJIMA 
大学院文学研究科 応用倫理研 ṇ 

 
ṥ2015.10Ṩ2017.3Ṧ 

下川部 雅英 Masahide SHIMOKAWABE 
大学院工学研究院 応用化学部門  
ṥ2016.4Ṩ2017.3Ṧ 

小笠原 慎治 Shinji OGASAWARA 
  

ṥ2015.1Ṩ2017.3】  

平井 健二 Kenji HIRAI 
大学院理学研究院  
ṥ2014.11Ṩ2017.12Ṧ 
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藤吉 隆雄 Takao FUJIYOSHI 

大学院理学研究院  
ṥ2014.4Ṩ2018.3Ṧ  

髙木 睦 Mutsumi TAKAGI 
大学院工学研究院 応用化学部門  
ṥ2013.10Ṩ2019.3Ṧ 

三澤 弘明 Hiroaki MISAWA 
電子科学研究所 ṇ ṇ 

ṇ  
ṥ2013.10Ṩ2019.3Ṧ 

樋口 直樹 Naoki HIGUCHI 
人材育成本部 上級人材育成 ṇ  
S-cubic 

ṥ2013.10Ṩ2019.3Ṧ

秋山 友宏 Tomohiro AKIYAMA 
大学院工学研究院 ṇḱ  

ṇ  
ṥ2013.10Ṩ2019.11Ṧ 

朱 春宇 Chunyu ZHU 
大学院工学研究院  
ṥ2016.1Ṩ2020.2Ṧ 

村井 貴 Takashi MURAI 
高等教育推進機構 ṇ ṇ ṇ

ṇ 門（CoSTEPṖ 
 

ṥ2019.4Ṩ2020.3Ṧ 

山本 靖典 Yasunori YAMAMOTO 
大学院工学研究院 応用化学部門  

(WPI-ICReDD)事務部門長 
ṥ2013.10Ṩ2020.3Ṧ 

北原 圭 Kei KITAHARA 
大学院理学研究院  
ṥ2014.11Ṩ2020.3Ṧ 

高橋 保 Tamotsu TAKAHASHI 
   

ṥ2013.10Ṩ2020.3Ṧ

齋尾 智英 Tomohide SAIO 
大学院理学研究院 
ṥ2014.11Ṩ2020.8Ṧ 

加藤 昌子 Masako KATO 
大学院理学研究院 化学部門  
ṥ2013.10Ṩ2021.3Ṧ 

及川 英秋 Hideaki OIKAWA
大学院理学研究院 化学部門  
ṥ2013.10Ṩ2022.3Ṧ 

正宗 淳 Jun MASAMUNE 
大学院理学研究院 数学部門  
ṥ2017.4Ṩ2022.3Ṧ 

増田 隆夫 Takao MASUDA 
北海道大学理事・副学長 
ṥ2013.10Ṩ2022.3Ṧ 

神山 崇 Takashi KAMIYAMA
高 ṇ   

 
ṥ2013.10Ṩ2022.7Ṧ 

小島 正寛 Masahiro KOJIMA 
大学院薬学研究院  
ṥ2019.9Ṩ2023.2Ṧ 

松永 茂樹 Shigeki MATSUNAGA 
大学院薬学研究院 部門  

ṥ2018.12Ṩ2023.3Ṧ

プログラム担当教員 (企業) 

青木 信 Makoto AOKI  
富士電機( )  ṇ 

 担当課長 
ṥ2013.10Ṩ2014.7Ṧ 

内田 史彦 Fumihiko UCHIDA 
( )日立製作所   
ṥ2013.10Ṩ2014.7Ṧ 

五島 滋雄 Shigeo GOTO 
( )日立製作所研 ṇ  

1.プログラムの概要
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ṇ  
ṥ2014.8Ṩ2015.1Ṧ 

安原  昭典 Akinori YASUHARA 
( )生  所長 

ṥ2013.10Ṩ2015.8Ṧ 

木村  光男 Mitsuo KIMURA  
JFE ṇ ( ) ṇ  部長 
ṥ2013.10Ṩ2015.8Ṧ 

成國  哲仁 Akihito NARIKUNI 
士 ( )  ṇ 

略部担当課長 
ṥ2014.8Ṩ2015.9Ṧ 

平岡  俊郎 Toshiro HIRAOKA  
( )    室長 
ṥ2013.10Ṩ2016.3Ṧ 

中谷  充良 Mitsuyoshi NAKATANI  
士 ( )  ṇ 

 担当部長 
ṥ2015.10Ṩ2017.4Ṧ 

辻 勝行 Katsuyuki TSUJI 
工( )  部長 

ṥ2013.10Ṩ2019.3Ṧ 

藤林 晃夫 Akio FUJIBAYASHI 
JFE ṇ ( )  
ṥ2015.9Ṩ2019.3Ṧ 

佐田  豊 Yutaka SATA  
( )    室長 
ṥ2016.4Ṩ2019.7Ṧ 

高野  洋 Hiroshi TAKANO 
富士電機 ( )   

  
ṥ2017.5Ṩ2020.3Ṧ 

飛田  悦男 Etsuo TOBITA 
( ) ADEKA   
ṥ2013.10Ṩ2021.6Ṧ 

吉見 直人 Naoto Yoshimi  
JFE ṇ ( ) ṇ   
ṥ2019.4Ṩ2021.4Ṧ 

広瀬  治子 Haruko HIROSE 
帝人( ) ṇ  

ṇ ṇ ṇ 

ṥ2013.10Ṩ2022.6Ṧ 

プログラム担当教員 (海外) 

ジャンウェイ ツァオ Jianwei ZHAO 
中国・南京大学  
ṥ2013.10Ṩ2016.7Ṧ 

ポール オブライエン Paul OB RIEN 
ḱ ー大学  

ṥ2013.10Ṩ2018.10Ṧ 
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1.2.2 プログラム生（令和 5 年度在籍）

氏 名 所 属 学年 研究室名 

   D3  八木研究室 

   D3  界面電子化学研究室 

冨田  生命科学院 D3 生命科学専攻  

  生命科学院 D2 生命科学専攻 構造生物化学研究室 

 丈生 生命科学院 D2 生命科学専攻 木村敦研究室 

野口   D2   

神田  生命科学院 M2 ṇ  ṇ

   D1  有機金属化学研究室 

田所   D1  有機化学第一研究室 

黒須 大樹  M2  生物化学研究室 

 祥子 生命科学院 M2 生命科学専攻 生殖発生生物学研究室 

高見   M2  ṇ  

1.プログラムの概要
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1.2.3 実施体制 

令和 5 年度も、運営委員会、学生選抜専門委員会、教務専門委員会、学生支援専門委

員会、広報専門委員会、QE 委員会、産官学連携委員会、国際連携委員会、異分野ラボ

ビジット委員会を設け、プログラムを運営しました。（自己点検評価委員会、外部評価

委員会は 2019 年度まで）また、事務支援体制においても、特定専門職員 1 名、事務補

助員 1 名、派遣職員 1 名がプログラムの円滑な運営をサポートしました。令和 6 年 3

月 31 日現在の委員は、下記の通りです。  

ṕẆ 長） 

運営委員会 

○石森 浩一郎、幅﨑 ḭ  ḭ  美洋、佐田 和己、坂口 ḭ  ḭ

 敏文、八木 一三、朝倉 清高、長谷川 ḭ  

学生選抜専門委員会 

○佐田 和己、栄  伸一郎、八木 一三、朝倉 清高、島田 

教務専門委員会 

○佐田 和己、武次 ḭ坂口 和靖、大利  ḭ   ḭ  ḭ  素子、  思心、

門出 ḭ   ḭ  大樹、黒田 ḭ  晶子、大津 珠子、三浦  ḭ   

学生支援専門委員会 

Ẇ  敏文、谷野 ḭ神谷 裕一、芳賀  永、行木 ḭ  

広報専門委員会 

Ẇ  学、佐田 和己、長谷  ḭ   章、大津 珠子

Qualifying Examination（QE）委員会 

○坂口 和靖、佐田 和己、八木 一三、朝倉 清高、長谷川 ḭ  和久、勝山 ḭ

黒田 ḭ
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産官学連携委員会 

Ẇ  ḭ  敏文ḭ大利  ḭ谷野 ḭ上田 幹人ḭ  ḭ  晶子ḭ大津 珠子ḭ

 ḭ   ḭ

大月 ṕ( ) Ṗḭ日渡 謙一郎ṕ( )ADEKAṖḭ  ṕ ( )Ṗḭ

 ṕJFE ṇ ( )Ṗḭ  賢一（日鉄ケミカル＆マテリアル( )Ṗḭ田辺 ṕ( ) ḱ

ṇ Ṗḭ  宏子（( )日立 Ṗḭ兼子 （帝人( )Ṗḭ熊田 （富士電機( )Ṗḭ

桜田 ṕ( ) Ṗ

国際連携委員会 

○長谷川 ḭ  敏文ḭ小松崎 民樹ḭ  

異分野ラボビジット委員会 

Ẇ  ḭ  ḭ  ḭ行木 

自己点検評価委員会（2019 年度まで） 

Ẇ  ḭ  昌子ḭ島田 ḭ  ḭ石川 ḭ  ṕ Ṗ

Ẇ  ḭ  昌子、島田 ḭ  清治、石川 ḭ  ṕ Ṗ

外部評価委員会（2019 年度まで） 

○辰巳  ṕ  理事長、前東京工業大学 Ṗ

西浦 廉政（東北大学原子分子材料科学高等研究機構 Ṗ

瀬戸山  ṕ  ṇḱ執行役員）

James Gerard Omichinski（モントリオール大学生化学部門 Ṗ

1.プログラムの概要
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２

プログラムの
進捗状況
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2.1. 令和 5 年度主要行事予定表 

4/5 

4/7 

4/11 

4/22 

5/13 

5/26 

6/27 

7/25 

8/31～9/1 

8/25 

8/25 

10月 

10月 

10月 

10/17～19 

10/20 

11/17 

9/22, 3/7 

3/27 

2023年度 プログラム生ガイダンス（6～9期生） 

科学技術政策特論ガイダンス

フロンティア数理物質科学Ⅱ スタート（9期生）

キャリアマネジメント特別セミナー スタート（8期生）

CoSTEP開講式 

QE1課題タイトル・概要提出締切（9期生） 

ビジネスマナー講習会

QE1課題提出締切（9期生） 

CSE-ALP国際シンポジウム 

QE2予備調査表提出締切（7期生） 

QE1口頭試問（9期生） 

企業コンソーシアムガイダンス（8期生） 

フロンティア数理物質科学Ⅲ（9期生） スタート

化学産業実学・創造的人材育成特別講義 スタート（9期生） 

第12回CSJ化学フェスタ2023

QE2課題提出締切（7期生） 

QE2口頭試問（7期生） 

修了式（6期生） 

企業コンソーシアム発表会（8期生） 

2.
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2.2. 教育研究の支援体制 

2.2.1. 経済的支援 
学生への経済的支援経費として 6~8 期生には月額 20 万円の奨励金を支給、 9 期生に

は QE1 合格前は月額 15 万円、QE1 合格後は月額 20 万円に増額した奨励金を支給し、

学修研究に専念できる環境の整備をしました。尚、フェローシップ採択者については、

フェローシップの奨励金が前年度の ALP 奨励金を下回る場合にはその差額を補填、DX

フェローシップ採択者には授業料相当分も補填しました。

1）奨励金の支給
Ambitious リーダー育成プログラムに採択された学生は、上記の本プログラム奨励金、

あるいは学術振興会奨学金、各種フェローシップなどによる経済支援を受けました。

2）各種学生支援プログラム

プログラム生が他大学のシンポジウム等に参加するための旅費等を支援する国内研

修支援、研究費を支給する独創的な研究活動経費支援、国際的実践力の基盤としての

英語力向上のための英語論文校正支援等を実施しました。

短期国内研修支援（選択） 
産学官界で活躍するリーダーを目指すプログラム生が、本プログラム認定の短期研

修（本プログラム主催のイベント（企業セミナーなど）に参加するための旅費（交通費・

宿泊費）・参加登録費を支援するものです（旅費金額： 1 件 6 万円以内。研修時期・期

間：当該年度内・1 週間以内）。令和 5 年度は、サイエンスアゴラ 2023 と、企業セミナ

ー（三井化学）での短期研修のための旅費支援を行いました。

長期国内研修支援（選択） 
国内の大学・公的研究機関や企業等で行う長期研修（研究活動等）のための旅費（交

通費・宿泊費）を支援するものです（派遣期間：8 日以上 12 ヶ月以内）。令和 5 年度は、

実施しませんでした。

Brush-Up 英語講座（自由参加） 
TOEIC 800 点の獲得（800 点以上で 1 ポイント付与）を目標に Brush-Up 英語講座を  
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開講し英語能力の向上を支援するものです。令和 5 年度は英語講座は開講しませんで

した。

語学研修（選択） 
国際コミュニケーション能力の向上と異文化への理解を深めるため、本学国際本部

あるいは生協等が提供している 2 週間程度の語学研修プランを利用して語学研修を支

援するものです。令和 5 年度は実施しませんでした。  

英語論文校正支援（自由参加） 
プログラム生が国際的実践力を養うため英文雑誌で論文発表することを支援するも

のです（ 1 論文当り 3 万円を上限として校正費を支援）。令和 5 年度は延べ 2 件の支援

を行いました。

ビジネスマナー講習会（選択） 
コミュニケーション能力向上を目的に、産学官いずれの業界に進んでも自らの専門

性を生かせる有用な人材となるためのビジネスマナー講習を実施するものです。令和 

5年度は先端人材育成センターにてビジネスマナーが開催されましたが、プログラム生

は参加しませんでした。

海外渡航支援（選択） 

海外で開催される国際会議等に参加し自らの研究成果を発表することを支援するもの

です。令和  5 年度は、シンガポールで開催された国際会議への旅費支援 1件と、カ

ナダ・モントリオール大学で開催されたラーニングサテライトへの旅費支援 1件を実施

しました。

海外インターンシップ（企業インターンシップとの選択必修） 
海外の大学等研究機関へのインターンシップ参加を支援するものです。令和 5 年

度はアメリカとイタリアへの海外インターンシップを  2 件実施しました。 

海外ネットワーク形成支援（選択） 
海外の大学や研究所を視察し国際的な人的ネットワークを形成するとともに、ディ

スカッションを通して海外の研究者と議論できる実力を養成することを支援します。

令和 5 年度は、実施しませんでした。  

2.プログラムの進捗状況
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研究機関で研究発表会ならび意見交換会等を行います。令和 5 年度は、実施しませんで

した。

企業セミナー（選択） 
企業で活躍するリーダーへ導くことを目的に、国内企業と連携して、企業研究者・人

事関係者との座談会、研究発表交流会、研究所・工場見学等を行います。企業が求める

ドクター像を早くから理解することで学習および研究に役立てます。本セミナーで企

業を訪問する際はその旅費を支援します。令和 5 年度は、三井化学  袖ケ浦センターで

企業セミナーが開催され、合計 5 名の学生が参加しました。  

企業インターンシップ・URA インターンシップ（海外インターンシッ
プとの選択必修） 

企業で活躍するリーダーを目指すプログラム生が、国内の連携企業へインターンシ

ップ生として参加することを支援するものです。令和 4 年度より URA インターンシッ

プが加わり、プログラム生を本学の URA Station に派遣する支援も行うことになりまし

た。令和 5 年度は、実施しませんでした。  

独創的な研究活動経費の支援 
Ambitious  リーダー育成プログラムに採択された学生の自由で独創的、野心的な研究

活動を支援するものです。少額備品費・消耗品費・旅費・その他（学会参加登録費等）

を研究費として支給しました（１件当り最大 30万円）。選考委員会において学生からの応

募書類を審査し、リーディングプログラム運営委員会にて採択課題決定しました。令和  

5年度には  4 件の研究課題が採択され、総額約 120 万円の支援を行いました。  

2.2.2. 教育研究施設の整備 
工学部フロンティア応用科学研究棟（※）と理学部旧極低温液化センター内に、最終

年次に実施される総仕上げの研究である、独立ラボ運営、企業共同研究、海外共同研究、

先端共同研究、およびプログラムの様々な活動を独立した環境のなかで行うための学

修環境整備を行いました。

※ フロンティア応用科学研究棟は、本学工学部応用化学科（当時）において教授を務められた鈴

木章名誉教授が「パラジウム触媒を用いる有機ホウ素化合物のクロスカップリング反応に関

する研究」により 2010 年にノーベル化学賞を受賞された功績を継承し、我が国における先端

的応用化学研究と応用物理・環境工学と融合させた物質科学のさらなる発展を目指した、後進

育成の教育・研究拠点として、平成 27 年 3 月に北海道大学工学系団地内に設置されました。 
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海外サマーキャンプ（選択） 
グローバルに活躍するリーダーを目指すプログラム生が自ら企画して、海外の大学・



2.2.3. メンター制度 

プログラム生には、学年ごとにメンターの役割を果たす担任としてプログラム教員

１～ 2 名を配置し、定期的に面談（名称：「リーディングミニ談話会」）を行いました。

プログラム生とメンターとが小グループにて、率直に意見を交換しました。リーディン

グミニ談話会で明らかになった課題は、過度な負担にならずに高い効果を発揮するプ

ログラムの構築を目指す資料として、匿名情報として運営委員会などにフィードバッ

クされます。

令和 5年度のメンター教員 

6 期生：勝山彬  助教  

7 期生：尾瀬農之  教授  ・三浦章  准教授  

8 期生：中冨晶子  准教授 

9 期生：堤拓朗  助教  ・島尻拓哉  アンビシャス特別助教 

2.プログラムの進捗状況
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2.2.4. 産官学および海外と連携した人材育成体制 

参画企業の企画、開発、人事の責任者が、学生の資質と将来の可能性について外部評

価を行い、その結果をプログラム運営委員会と外部評価委員会によるキャリアパスの

支援に反映させました。支援方法についてはプログラム生と密接な意見交換を行い、そ

の際、学外との連携により、学位取得後のキャリアパスを具体的に選定できる機会を提

供しました。実際の活躍の場においては、試験的・傍観者的に関与するのではなく、実

務的・主体的に自らの提案を具現化することをそれぞれの学生にあわせて厳しく求め

ます。これらにより、自らの能力と適性を把握したうえで能動的に進路を開拓すること

ができ、産官学のいずれの分野においても日本が世界を先導する役割を担う広義の物

質科学フロンティアを自ら創造する Ambitious リーダーを育成することができます。こ

の活動は本学の人材育成本部との密接な連携のもとに進めます。

1）実施内容

Qualifyng Examination 1 では協力企業の研究者を評価委員とし、学生の資質と将来性

の外部評価を行いました。産業界との連携として、企業インターンシップ、URA イン

ターンシップ、企業コンソーシアムを行い、学位取得後のキャリアパスを具体的に選定

できる機会を提供しました。旭化成ケミカルズ㈱の研究所長であった七澤  淳氏を客員

教授として招聘し、課題設定力・課題解決力を養う「キャリアマネジメント特別セミナ

ー」を必修科目として開講しました。

2）企業セミナー・企業コンソーシアムへの参画企業
＜企業セミナー＞

三井化学  株式会社

＜企業インターンシップ＞

令和５年度は、実施しませんでした。

＜企業コンソーシアム＞

株式会社  日立製作所

株式会社  東芝

株式会社  ADEKA 

株式会社レゾナック・ホールディングス

帝人  株式会社

ＪＦＥスチール  株式会社

日本製鉄  株式会社
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3）QEへの企業からの参加

令和 5 年度は 9 期生 3 名のうち、2 名を対象にして QE1 を実施しました。1 名は進路

変更により実施することが出来ませんでした。

口頭試問（ 8 月 25 日）では、ALP 担当教員に加えて企業協力者も審査に加わり、各学

生に対し 8-9 名の審査員を配置しました。  

氏 名 所 属 

日渡 謙一郎 株式会社 ADEKAライフサイエンス材料研究所 
再⽣医療材料研究室 室長 

半澤 宏子 株式会社日立製作所 研究開発グループ 基礎研究センタ 主管研究員 
日立神戸ラボ ラボ長代行 

4）選抜試験への企業からの参加

令和  5 年度以降のプログラム生の募集を停止し、9 期生のプログラム修了をもって本

プログラムを終了することとなったため、 10 期生の選抜試験は行いませんでした。

2.プログラムの進捗状況
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2.3 優秀な学生の獲得 

本プログラムでは、毎年夏に修士課程  1 年生と 2 年生の採用を行っていましたが、令

和 5 年度以降のプログラム生の募集を停止し、9 期生のプログラム修了をもって本プ

ログラムを終了することとなり、 10 期生の選抜試験は実施しませんでした。

27



2.4. カリキュラム 

2.4.1. グローバルリーダーに必要な 5 つの⼒をもった⼈材を育成 

本プログラムは、次世代の新たなグローバルリーダーを育成することを目的として

おり、教育カリキュラムは、本学の多くの教員が自らの経験に基づいてその理想とする

博士課程教育を具体化した、文字通り野心的で先進的な構成となっています。4 年 6 ヶ

月の期間に、さまざまな講義、イベント、国際シンポジウム等が効果的にかつ凝縮して

組まれ、それらを着実に履修し参加していくことで、次世代グローバルリーダーとなる

ために必要な 5 つの力、「圧倒的専門力」、「俯瞰力」、「フロンティア開拓力」、「国際的

実践力」、「内省的知力」を持った人材を育成します。

圧倒的専門力・俯瞰力・フロンティア開拓力・国際的実践力・内省的知力を兼ね備えた Ambitious なリーダ

ー 

圧倒的専門力・俯瞰力・フロンティア開拓力・国際的実践力・内省的知力を兼ね備えた Ambitious な 
リーダーを育成するカリキュラム。

2.プログラムの進捗状況2.プログラムの進捗状況

28



本プログラムで獲得できるグローバルリーダーの 5 つの⼒ 

圧倒的専⾨⼒ 
自分自身の分野について深い知見をもち、高度な専門的課題を解決するための具体

的なアプローチを組み立てる力

*プログラムで専門性が高まったかを確認する 2 つの関門を設置。博士後期課程 3 年次

には独立した研究者として活動する機会が与えられます。

俯 瞰 ⼒ 
科学技術諸領域の知識や考え方を広く修得することで、柔軟な思考力と広い視点を

もち、領域横断型の研究を推進する力

*異分野ラボビジットや数理連携で新たな発想と技術を獲得。そのうえでプログラム

生約5 人のチームにより  Problem-Based Learning  を実施します。

フロンティア開拓⼒
解決すべき重要な問題をいち早く発見し、課題を設定して、その解決を実行すること

で新分野を切り開く力

*企業幹部への研究プレゼンやインターンシップ、企業コンソーシアムを実施し視野を

広げます。リーダーシップ論や科学技術政策も学びます。

国際的実践⼒ 
多様な世界観が存在することを理解し、グローバルに共有可能な新しい価値を創出

する力

*集中特訓と海外研修で英語力向上のうえ、外国の学会やインターンシップに積極参加。

海外で国際シンポジウム運営できる能力も獲得します。

内省的知⼒ 
正確な自己認識と高い倫理性を通じて、自らの内在的動機と社会のニーズを調整す

ることで、社会との対話を実践し自律的に行動する力

*科学技術コミュニケーションを始めて 10 年以上の実績を持つ北大 CoSTEP と連携。

社会との対話を実践するほか、研究倫理の理解も深めます。
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2.4.2.「圧倒的専門力」をもった人材を育成するためのカリキュラム 

プログラム生の圧倒的専門力の獲得を確認するための「関門」として Qualifying 

Examination(QE)を 2 回実施しました。博士後期課程 3 年次には、「独立ラボ運営」「海

外共同研究」「企業共同研究」「先端共同研究」の中から 1 つを選択させ、各自の専門領

域の研究に取り組ませます。また、論文発表数、受賞数、学会発表数、日本学術振興会

特別研究員採択状況などに基づいて定量的に専門力の向上度合いを評価しました。さ

らに、化学、物質工学および生命科学に関する高度な専門性を養うことを主な目的とし

て Ambitious 物質科学セミナー（講演会）を開催しました。  

1）研究業績

本プログラムに採択された学生は、それぞれ多くのリーダー育成プログラムをこな

しつつも、自身の専門力を磨きました。その結果は多くの学術論文や学会発表、また多

くの受賞に現れています。さらに、日本学術振興会特別研究員にも多くの学生が採択さ

れており、圧倒的専門力の獲得をうかがわせる結果となっています。

令和 5 年度の業績は以下のとおりです。  

論文発表： 4 件  

受賞： 0 件  

学会発表： 9 件  

日本学術振興会特別研究員：４名（修了者、内定含む）

朱   瑞傑（ 6 期生、期間： 2021 年 4 月－ 2023 年 9 月 ) 

冨田  永希（ 6 期生、期間： 2021 年 4 月－ 2024 年 3 月 ) 

野口  真司（ 7 期生、期間： 2023 年 4 月－ 2025 年 3 月 ) 

田所  朋樹（8 期生、期間： 2023 年 4 月－2026 年 3 月 ) 

2.2.プログラプログラムの進ムの進捗状況捗状況
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● 論文発表［査読付］：合計 4件（令和 5年度）

1. PTBP2 binds to a testis-specific long noncoding RNA, Tesra, and activates transcription of the

Prss42/Tessp-2 gene. Sato Josei, Yui Satoh, Takehiro Yamamoto, Takehiro Watanabe, Shin Matsubara,

Honoo Satake, and Atsushi P. Kimura. Gene, 2024, 893, 147907 2024年1月

2. Structural Color Materials with Color Mixing Effect Using Noble Metal-Free Plasmonic Particles in SiO2–

ZrN System. Shinji Noguchi, Milena Lama, Yuta Fujii, Akira Miura, Kiyoharu Tadanaga, Advanced Optical 

Materials 2024, 2400287, 2024年3月

3. Coherent acoustic vibrations of Au nanoblocks and their modulation by Al2O3 layer, Keisuke Imaeda, Yuto 

Shikama, Shimba Ushikoshi, Satoshi Sakai, Sou Ryuzaki, Kosei Ueno, J. Chem. Phys. 2024, 160, 144702,

2024年3月

4. Domino-Redox Reaction Induced by An Electrochemically Triggered Conformational Change.

Takashi Harimoto, Tomoki Tadokoro, Soichiro Sugiyama, Takanori Suzuki, Yusuke Ishigaki,

Angew. Chem. Int. Ed. 2024, 63, e202316753, 2023年11月

● 受賞：合計 0件（令和 5年度）

● 学会発表：合計 9件（令和 5年度）

1. マウス精巣特異的長鎖非コードRNA の転写活性化における PTBP2 タンパク質の寄与、佐藤丈生、

佐藤優衣、山本雄広、渡辺健宏、松原伸、佐竹炎、木村敦 第 47 回日本比較内分泌学会大会（福

岡） 2023 年 11 月 17-19 日

2. Synthesis of ZrN-SiO2 Core-shell Particles and Investigation of Particle-stacked Films as Structural Color

Materials, Shinji Noguchi, Akira Miura, Kiyoharu Tadanaga, ICMAT2023 (Singapore), June 2023.

3. ZrN–SiO2 コア–シェルナノ粒子の合成と粒子積層膜の構造色評価, 野口 真司, 藤井 雄太, 三

浦 章, 忠永 清治, 日本ゾル–ゲル学会第 21 回討論会 (豊橋), 2023 年 7 月 14 日.

4. SiO2–ZrN コア–シェル粒子を用いた混色効果を有する構造色材料, 野口 真司, Milena Lama, 藤

井 雄太, 三浦 章, 忠永 清治, 日本セラミックス協会 2024 年年会 (熊本), 2024 年 3 月 14 日.

5. Real-Space Visualization of Charged Polymer Network of Hydrogel by Double Network Strategy and

Mineral Staining, Shinji Noguchi, Ryuji Kiyama, Masahiro Yoshida, Naohiro Kashimura, Kiyoharu

Tadanaga, Jian Ping Gong, Takayuki Nonoyama, The 104th CSJ Annual Meeting (Funabashi), March 18th,

2024.

6. ケトンを求電子剤とする銀触媒不斉アルドール反応の開発 酒井聡史、内山渓、矢藤千菜、今井

洸児、東田皓介、清水洋平、澤村正也 第 33 回万有福岡シンポジウム（福岡）2023 年 6 月 3 日

7. Development of Silver-Catalyzed Asymmetric Aldol Reaction Using Ketones as Electrophiles, Satoshi
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Sakai, Kei Uchiyama, Kazuna Yato, Koji Imai, Kosuke Higashida, Yohei Shimizu, Masaya Sawamura, The 

14th CSE Summer School & The 11th ALP International Symposium, Aug. 31st-Sep. 1st, 2023 (Japan, 

Sapporo) 

8. Silver-catalyzed Asymmetric Aldol and Michael Reactions of Activated Isocyanides 酒井聡史、内山渓、

矢藤千菜、今井洸児、東田皓介、清水洋平、澤村正也 第 69 回有機金属化学討論会（大阪）2023

年 9 月 13-15 日

9. Silver-catalyzed Asymmetric Aldol and Michael Reactions of Activated Isocyanides 酒井聡史、内山渓、

矢藤千菜、今井洸児、東田皓介、清水洋平、澤村正也 日本化学会第 104 春季年会（千葉）2024

年 3 月 18-21 日

2.2.プログラプログラムの進ムの進捗状況捗状況
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2）Ambitious物質科学セミナー

Ambitious リーダー育成プログラムに採択された学生の専門性を深めると同時に俯瞰

力を身につけることを主な目的とし、多くのセミナーを開催しました。令和 5 年度は

13 件でした。  

日時 演題 講演者所属 講演者 
場所 
申請者 

R5.7.5 

Development of Organic Functional 
Materials for Organic Transistors and 
Photovoltaics 

台湾国立陽明交通大学 教授 
Yen-Ju 
Cheng 

理学部 7号館 
7-219/220室
村越 敬

R5.7.12 

Investigation of biomolecular 
interactions by AFM-based force 
spectroscopy 

南京大学 教授 Peng Zheng 
理学部 7号館 7-310
室 村越 敬 

R5.7.13 

The organisms environment plays a 
key role in determining the transfer 
mechanism of the mercury ion 
product from MerB to MerA in 
bacterial resistance to mercury 

Université de Montréal 教授 
James G. 
Omichinski 

理学部本館 N-308室 
坂⼝ 和靖 

R5.7.19 
Structure and Function of 
Respiratory Supercomplexes 

Stockholm University 教授 
Peter 
Brzezinski 

理学部 7号館 
7-219/220室
石森 浩一郎

R5.8.3 
界面選択的非線形分光法による界面研
究の最前線 

理化学研究所開拓研究本部田原
分子分光研究室および光量子工
学研究センター, 専任研究員 

二本柳 聡史 
地球環境科学研究院 
D201講義室  
八木 一三 

R5.8.30 
導電性ダイヤモンドの機能化と電気化
学応⽤ 

東京理科大学創域理⼯学部先端
化学科 教授 

近藤 剛史 
地球環境科学研究院 
D201講義室  
八木 一三 

R5.9.27 
The biological chemistry of the cacao 
mirid bug (Helopeltis bakeri Poppius) 

De La Salle University 教授 

Jose. 
Isagani B. 
Janairo 

理学部 6号館 6-2-04-2
室 坂⼝ 和靖 

R5.10.3 
ミトコンドリアのストレス感知と細胞
応答をつなぐ機構

長崎大学大学院 医歯薬学総合研
究科 教授 

武田 弘資 
理学部 6号館 6-2-04-2
室 坂⼝ 和靖 

R5.11.21 
働くとは－企業出身の大学人の思うこ
と－ 

大阪公立大学 学長特別補佐 大
学院工学研究科 物質化学生命系
専攻 化学バイオ工学分野 高分
子化学研究グループ  教授 

堀邊 英夫 
フロンティア応用科学
研究棟 2階セミナー室
長谷川 靖哉

R5.12.1 
光機能分子の分子軌道・分子配列の制御
による高次光機能の創出 

京都大学大学院 工学研究科 合
成・生物化学専攻 教授 

松田 建児 
理学部 7号館 
7-219/220 室
佐田 和己
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日時 演題 講演者所属 講演者 
場所 
申請者 

R6.1.16 

量子コンピューターを指向した分子
スピンキュービットと超高密度
磁気記録デバイスの創成 – 野茂とイ
チローと大谷は誰が偉いか？ –

東北大学 大学院理学研究科 
化学専攻 名誉教授 

山下 正廣 
理学部 本館 N-308室 
小林 厚志/佐田 和己 

R6.2.6 

Studies on Complex Biological 
Systems: Insights from 
Electrochemistry and from Surface 
Enhanced IR/Raman 
Spectroscopies 

Laboratoire de 
Bioélectrochimie et 
Spectroscopie, Université de 
Strasbourg 教授 

Petra Hellwig 
理学部 7号館 
7-219/220室
石森 浩一郎

R6.2.27 
New opportunities for gut-specific 
oral peptide drug development 

University of Queensland 
准教授 

Markus 
Muttenthaler 

理学部 6号館 6-2-04-2
室 坂⼝ 和靖 

 2.2.プログラプログラムの進ムの進捗状況捗状況
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2.4.3.「俯瞰力」をもった人材を育成するためのカリキュラム 

異分野ラボビジットや数理連携で新たな発想と技術を獲得し、「俯瞰力」をもった人材

を育成しました。ここでは、「俯瞰力」をもった人材を育成するためのカリキュラムとし

て、異分野ラボビジットと数理物質科学講義の実施状況、数理連携の取り組みを紹介し

ます。

1）異分野ラボビジット

幅広い知識と考え方を身につける教育の一環として、異分野の研究室で新しい専門的

知識や技術を習得するための必修イベントである「異分野ラボビジット」を実施します。

プログラム生は、2 週間から 2 ヶ月程度の期間、異なる分野の研究室に移籍し、移籍先

研究室が提供する教育研究内容を修得します。また、この異分野ラボビジットの内容は

修士課程 2 年次の夏休みに行われる Qualifying Examination 1 (QE1) の課題選択につなが

るので、プログラム生にはこの点を考慮して移籍先の研究室を選択するような指導がな

されます。

令和 5年度 

プログラム生から希望移籍先研究室の申請を受け付け、異分野ラボビジット委員会に

所属する教員が異分野と見なすことができるかの判定を行います。選択した研究室が「異

分野」にあたるのかどうかの判断について、科研費の細目番号を基準に使用し、すべて

第一希望の研究室で受け入れが行われます。

今年度より、プログラム生の募集を停止したため、異分野ラボビジット実施対象者は

いませんでした。
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令和 5年度学内研修 6期生・7期生・8期生・9期生対象 

原則として異分野ラボビジットは修士課程 1 年次の期間に行い、移籍先の研究室は専

門が大きく離れた異分野のものにすることが義務付けられています。これは前述の通り

幅広い知識を身につけて自分自身の研究と異分野との関係を考察する機会として、俯瞰

力を養成するためです。

しかし、プログラム生からは自身の研究内容と直結するような比較的近い研究分野の

研究室への移籍を希望する意見が多数出されました。そこで、異分野ラボビジット終了

後に 2 度目のラボビジットとして、異分野であることを問わないこと以外はほぼ同じ内

容の「学内研修」制度を平成 27 年度から設定しました。  

また、令和 3 年度より WPI-ICReDD の「MANABIYA システム」における共同研究も、

学内研修として認めることにいたしました。

令和 5 年度の利用はありませんでした。  

2）数理物質科学講義

フロンティア数理物質科学 I、 II、 III は必修科目（各 1 単位）であり、数理連携のた

めに必要な数学の基礎知識を習得し、抽象的な思考力および俯瞰力を身につけることを

目的としました。開講時期は I（M1 後期）、 II（M2 前期）、 III（M2 後期）です。  

2－1）フロンティア数理物質科学 I、 II 
フロンティア数理物質科学 I と II は通常の講義形式です。例年は講義の途中に随時ア

クティブラーニングを導入し、すぐには解答を得られない問題に対してプログラム生が

ミニグループで話し合い、その結果について討論を行っていました。これによりプログ

ラム生は、新しく学習する数学概念・用語について、ただ受け身で聞くのではなく、な

ぜその概念を導入・考察する必要があるのかについて考えます。これによりその背景に

ある数学の諸概念や公式の意味についての理解を促進し、自身の研究や社会の問題解決

に役立つ可能性を探るだけの素養を身につけさせます。今年度は対面で座学を中心に実

施しつつ、討論するテーマもいくつか用意しました。また、次のステップであるフロン

ティア数理物質科学 III において数学者と議論するために、事前準備として数学者の考え

方についても紹介します。

また、令和 5 年度からはフロンティア数理物質科学 I および II は理学院共通科目「理

学データサイエンス特別講義」としても開講されました。リーディングプログラムの活

動が大学全体へ発展してきていると考えられます。
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フロンティア数理物質科学 II  前期開講／9 期生対象

第 1 セメスター火曜日の 1 講時に理学院共通科目「理学データサイエンス特別講義」

として、対面講義で開講しました。

第 1 回｜Belousov-Zhabotinsky 反応の数理モデルの導出  
第 2 回｜極限の定義と誤差評価の方法  
第 3 回｜微分法の意味と円周率の近似値計算  
第 4 回｜全微分による 1 次近似計算  
第 5 回｜行列の固有値の意味とその応用  
第 6 回｜常微分方程式の平衡点と安定性  
第 7 回｜数値シミュレーションの基礎と代表的な手法  
第 8 回｜Belousov-Zhabotinsky 反応の数理モデル解析による振動化学反応の説明  

フロンティア数理物質科学Ⅰ  後期開講／過年度未履修生対象

第 3 セメスター木曜日の 4 講時に理学院共通科目「理学データサイエンス特別講義」

として、対面講義で開講しました。

第 1 回｜トポロジーによるフラーレンやタンパク質の構造予測および特徴づけ  
第 2 回｜最小二乗法とその理論的背景、正規分布  
第 3 回｜面積最小な界面として現れる極小曲面  
第 4 回｜変分法（エネルギー最小化問題）  
第 5 回｜ページランクと呼ばれるグーグル検索エンジンの仕組み  
第 6 回｜フーリエ解析とその応用、CT スキャン  
第 7 回｜分子の対称性の記述と特徴づけ  
第 8 回｜確率論のパラドックスを通して学ぶ数学的思考法  

２－２）フロンティア数理物質科学Ⅲ 

フロンティア数理物質科学 III はセミナー形式です。基本としてプログラム生 5 人に、

講師として数学教員が加わり 1 グループを作ります。令和 5 年度はスマート物質科学を

拓くアンビシャスプログラム生とグループを組んで開講しました。

セミナーではプログラム生は順番に自身の研究内容について発表しました。その際に

異分野のプログラム生および数学教員などが聴講していることを想定して準備すること

を心がけさせました。発表後は質疑応答を行い、議論を通して異分野の研究者の発想に

触れることで俯瞰力を養成し、さらに自身の研究内容に対する専門力の強化を目指しま

した。さらに専門外の聴衆に対してどのように発表すれば内容が伝わるかを考

えさせる機会としました。この経験は後のグループワークおよびアウトリーチ演習へ
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と生かされます。また、実際に数理連携ができるポイントを探し、可能ならば引き続き

数学者と議論を行うきっかけとしました。

第 3 セメスターに集中的に開講しました。全 7 回の具体的な講義スケジュールは以下

の通りです。なお、数学教員はプログラム生からの質問を随時受け付けており、適宜教

員側からの数学的な提案も行います。

第 1 回｜ブレインストーミング  

数学教員から本講義を受講する際の心構えを伝え、短時間でプログラム生自身

の研究内容を含む自己紹介を行い、異分野の聴衆にも伝わりやすくなるように

研究内容の整理をしました。

第 2 回－第 5 回｜課題発見  

各回 1 名ずつ担当を決め、20 分講演＋60 分程度質疑応答＋ 10 分相互評価・振

り返りを行いました。

第 6 回－第 7 回｜課題解決  

上記の発表時に発見した課題や回答しきれなかった質問などについて調査・考

察してきたことを 1 人 30 分程度ずつ発表し、さらに討論を行いました。  

また、指導の際には下記の内容を心がけました。

 研究室のセミナーや専門の研究集会の発表ではないので、最新の実験結果のみ

でなく「研究背景や動機」「既存の結果と比較した自身の立ち位置」などを交

えつつ発表するよう事前に確認しておきました。

 初回の発表では専門用語を多用しがちなので、噛み砕いて説明するよう指導し

ました。

3）QE1における数理連携

令和 5 年度は 9 期生 2 名のうち、数理連携の課題に取り組むものはありませんでした。  

4）数理連携に関するイベント

令和 5 年度は数理連携を中心としたイベントは行われませんでした。その代替措置と

して、オンラインで開催される数理連携を目的としたシンポジウムの案内を流し、プロ

グラム生の参加を勧めました。

イベント名｜数理・データサイエンス・AI 教育プログラムにおける PBL の現在と未来

日    時｜2023.10.1 

会    場｜オンライン開催

参  加  者｜プログラム生数名
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2.4.4.「フロンティア開拓⼒」をもった⼈材を育成するためのカリキュラム 

本プログラムでは、産学連携やキャリア教育を通して視野を広げ、「フロンティア開

拓力」をもった人材を育成しました。ここでは、「フロンティア開拓力」をもった人材

を育成するためのカリキュラムとして、企業セミナー、キャリアマネジメント特別セミ

ナー、企業インターンシップ、企業コンソーシアム、アンビシャスリーダーシップ論、

科学技術政策特論、ビジネスマナー講習、ファシリテーション講習の実施状況を紹介し

ます。

1）企業セミナー

企業で活躍するリーダーへ導くことを目的に、国内の企業との連携のもと、例年、企

業研究者・人事関係者との座談会、研究発表交流会、研究所・工場見学等を行っていま

す。令和 5 年度は国内の 1 社で実施し、短期国内研修支援等を受けたプログラム生 5 名

が参加しました。

実施⽇ 訪問企業名 開催場所 
参加⼈数 

6期⽣ 7期⽣ 8期⽣ 9期⽣ 教員 

11.21 三井化学 
三井化学株式会社 
袖ケ浦センター（袖ケ浦市） 

1 2 2 1 

2）キャリアマネジメント特別セミナー

課題設定力や異分野の知識を総合して課題を解決する力を養うことを目的とする、 1

単位の必修科目です。七澤淳客員教授と中冨晶子准教授が担当します。企業で長らくリ

ーダーとして活躍してきた経験者（七澤客員教授）が、実際に企業にて行われている研

究事例を紹介します。あわせて、将来のリーダーとして研究課題を設定する時に求めら

れる資質である「社会を見る目」を涵養します。1 回のセミナーは 2 時間で、前半は講

義、後半は事前に指定した分野の一般書籍から議論に足る基礎知識を得たうえで、社会

の課題は何か、課題に対し我々はどの様に立ち向かうかを、プログラム生が 4〜 5 人が

1 ユニットとなってワークショップ形式にて考えます。令和 5 年度は、 8 期生 3 名に加

えて総合化学院の学生 3 名が参加し、 4 月から 9 月まで 6 回にわたり実施しました。  
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2.プログラムの進捗状況

8 期⽣対象キャリアマネジメント特別セミナー概要 

企業研究事例紹介 社会を⾒る⽬ 開催⽇ 

企業の研究「コストについて」 「グループーク、ワークショップの⽬的と課題」 4.21 

「特許について」開発現場から 「⾃然環境、資源、エネルギー」をキーワードとする本から 
我々の課題を考える 5.23  

事例研究-1（若⼿技術者） 
「新製品開発現場の仕事」 「AI」をキーワードとする本から、我々の課題を考える 6.22 

事例研究-2（中堅技術者） 
「⽣産技術者の仕事」 「⽣命科学」をキーワードとする本から、我々の課題を考える 7.18 

事例研究-3（組織の⻑） 
「責任者の仕事」 

「⼈⼝・世代」をキーワードとする本から、我々の課題を 
考える 8.23 

「これからの社会を考える」 キャリアマネジメント特別セミナーの振り返り 9.21 

3）企業インターンシップ

企業で活躍するリーダーへ導く事を目的に、国内の企業・研究機関との連携のもと、

プログラム生をインターンシップ生として企業等へ派遣しています。令和 5 年度中で

の企業インターンシップの実施はありませんでした。

4）企業コンソーシアム

プログラム生が自ら課題を見つけ、それに対する答えを自ら導きだす課題解決型の

能力を習得することを目指した必修イベントです。七澤淳客員教授、中冨晶子准教授

が担当します。ALP 必修科目である「キャリアマネジメント特別セミナー」と連動し

た形で実施します。ここでは、少人数の課題解決型教育形式（PBL）で、産業界の抱

える問題や課題に対して互いの専門分野から意見を出し合い、グループ全体で新たな

価値を創造する提案を導き出していくプロセスを体得することを目標としています。

令和 5 年度は、 8 期生 3 名に加えて、総合化学院、理学院、医学院から 3 名が「異分

野交流アイデアソン」として加わり、 6 名が活動しました。NoMaps 釧路・根室と連携

し、「道東の活性化」を大テーマに、各人の専門知識に加えてインターネット上の情報や関

連する人や組織と接触して得た情報を駆使し、 6 ヶ月にわたって課題設定と解決策提

案に取り組みました。
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8 期⽣対象企業コンソーシアムメンバーおよび企画案タイトル 

メンバー 企画案タイトル 

神⽥ 幸輝、酒井 聡史、⽥所 朋樹（以上 ALP 8 期⽣）、 
⽥中 綾⼀（SMatS 3 期⽣）、邱 麗、兒⽟ 拓⺒ 

6 次産業を推進する⾰新的な 
リカレントエデュケーションハブ構想

アドバイザー

アドバイザー 参加形式 

倉⼜ ⼀成⽒（⼤地みらい信⽤⾦庫） ワークショップ 

五⼗嵐 ⼀成⽒（岩⾕学園、岩⾕学園ひがし北海道 IT 専⾨学校） インタビュー

⼤⾕ 昌⽣⽒（岩⾕学園ひがし北海道 IT 専⾨学校） インタビュー

⼩⽥ 康夫⽒（荒井・久保⽥総合法律事務所） インタビュー

⽵下 耕介⽒（⽵下牧場） インタビュー

久保 ⻯太郎⽒（コワーキングスペース milk） インタビュー

⾼井 歩美⽒（雑談 LOUNGE） インタビュー

 令和 5 年度 8 期⽣対象企業コンソーシアム実施スケジュール概要 

内容 開催⽇ 

第1 回 キックオフミーティング NoMaps 釧路・根室との情報の共有と課題候補の設定 10.27 

第2 回 課題候補の検討と課題の絞り込み、仮テーマの決定 11.15 

第3 回 テーマ案の議論と仮シナリオの作成 12.19 

第3.5 回 仮シナリオの吟味と訪問先の選定 12.21 

第4 回 先駆事例調査と⾒学訪問の準備 1.23 

第4.5 回 企画ラフ案作成とプレゼンテーション資料作成準備 1.25 

現地調査（中標津町） 2.1–2 

第5 回 調査結果の共有と企画提案書の⾻⼦決定 2.20 

第5.5 回 プレゼンテーション資料と企画提案書の作成 2.22 

第6 回 プレゼンテーション資料の最終確認 3.25

第7 回 企業コンソーシアム発表会 3.27 

第8 回 企業コンソーシアム総括・発表会評価のフィードバック 4.24 
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2.プログラムの進捗状況

企業コンソーシアム発表会 

企業コンソーシアムの取り組みを締めくくる発表会はオンラインで実施しました。

NoMaps 釧路・根室 2023 の関連イベントとしても開催され、釧路・根室地域の基盤産

業と最先端の工学・情報技術をつないだ新しい発想の創造に取り組む NoMaps 釧路・

根室の参加者に対して、プログラム生は企業コンソーシアムで見出した社会に潜在す

る課題とその解決策を発表しました。プログラム担当教員、連携企業のプログラム担

当者、NoMaps 釧路・根室の担当者が参加し、企画案の課題設定力と解決策提案力を

評価しました。

企業コンソーシアム発表会

主 催 物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム  

スマート物質科学を拓くアンビシャスプログラム

北海道大学  DX 博士人材フェローシップ  

後 援 NoMaps 釧路・根室 2023 実行委員会  

日 時 令和 6 年 3 月 27 日（金）13:30~14:30（オンライン開催）  

「 6 次産業を推進する革新的なリカレント  エデュケーション  ハブ構想」  

神田  幸輝、酒井  聡史、田所  朋樹（以上 ALP 8 期生）、  

田中  綾一（SMatS 3 期生）、邱  麗、兒玉  拓巳  

概要：北海道道東地域は豊かな自然と農水産物に恵まれているが、人口減少と産業

の衰退により地域活性化が課題となっている。近年、小規模事業者によるチーズや

ワインなどの加工産業が注目され、これら 6 次産業化による付加価値の創出が期待

されている。しかし、新規参入には専門知識や経験の必要性が大きな障壁となって

いる。この問題に対応するため、道東地域にリカレント教育施設を設立することを

提案する。本施設は事業立ち上げに必要な知識と実践の場を提供するとともに、人

的なネットワーク構築のハブとなることが期待される。

企業コンソーシアム発表会参加者 

プログラム担当教員（連携企業） インタビュー関連参加者 

上村 賢⼀⽒（⽇鉄ケミカル＆マテリアル(株)） 倉⼜ ⼀成⽒（⼤地みらい信⽤⾦庫） 

桜⽥ 新哉⽒（(株)東芝） ⽯井 絢⼦⽒（⼤地みらい信⽤⾦庫） 

⽥辺 知夏⽒（(株)レゾナック・ホールディングス） NoMaps 釧路・根室実⾏委員会 事務局の皆様 

⽇渡 謙⼀郎⽒（(株)ADEKA） 根室振興局の皆様（NoMaps 釧路・根室） 

半澤 宏⼦⽒（(株)⽇⽴製作所） 五⼗嵐 ⼀成⽒（岩⾕学園） 

兼⼦ 博章⽒（帝⼈(株)） ⼤⾕ 昌⽣⽒（岩⾕学園） 

飯塚 幸理⽒（JFE スチール(株)） 松⼭⽒（岩⾕学園） 
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5）アンビシャスリーダーシップ論

プログラム生が専門分野の研究に埋没することなく、産学官いずれの業界に進んで

も自らの専門性を生かせる有用な人材となるため、産業界の観点を獲得することを目

標に、人材育成本部および工学研究院工学系教育研究センター（CEED）との連携のも  

と、「アンビシャスリーダーシップ論」（１単位）を履修します。本単位は、「創造的人

材育成特別講義」（CEED）1 単位分、あるいは「化学産業実学」（総合化学院、大学院共

通授業科目）1 単位のいずれかを選択します。令和 5 年度の履修者はありませんでした。  

化学産業実学（外国⼈学⽣向け） 
選択必修科目である「創造的人材育成特別講義」「化学産業実学」が日本語にて行わ

れることを考慮し、平成 28 年度より外国人向けの「化学産業実学」（1 単位・通期不定

期）を設置しています。平成 30 年度以降の受講者は、化学産業実学に関する実習また

はセミナーに参加・受講し、一週間以内にレポートを提出することで、1 クラス履修し

たとみなし、7 クラス相当分が終了した時点で 1 単位を授与されます。教員が計画する

研修等のほかに、外国人学生自身で企画する国内または海外での研修も該当します。令

和 5 年度は、該当する取り組みの実施はありませんでした。  

6）科学技術政策特論

仕事をする上で科学技術に関する判断を適切に出来る能力を獲得することを目標に、

プログラム生は、CEED との連携のもと、「科学技術政策特論」（ 2 単位）を履修します。

国の機関から非常勤講師として招聘された現代社会の状況に対応した政策のエキスパ

ートから、政府、地方自治体、政府関係機関が推進する科学技術政策について具体的に

学びます。令和 5 年度は、 9 期生 1 名が「科学技術政策特論」を履修しました。  

科学技術政策特論（外国⼈学⽣向け） 
必修科目「科学技術政策特論」は、日本の科学技術政策に特化した内容であり、外国

人学生にとっては背景知識がない状況となるため履修し理解するのはむずかしく、ま

た、英語資料等によるフォローや e-learning の提供もないため、必修科目としてそのま

ま履修するのは困難でした。このため、平成 27 年度より、外国人向けの必修科目「科

学技術政策特論」（必修 2 単位・通期不定期）を設置しています。科学技術政策に関す

る実習またはセミナーに参加・受講し、一週間以内にレポートを提出することで、1 ク

ラス履修したとみなし、 14 クラス相当分が終了した時点で 2 単位を授与されます。教

員が計画する研修等のほかに、外国人学生自身で企画する国内または海外での研修も

該当します。令和 5 年度は、該当する取り組みの実施はありませんでした。  
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2.プログラムの進捗状況

7）ビジネスマナー講習

コミュニケーション能力向上を目的に、産学官いずれの業界に進んでも自らの専門

性を生かせる有用な人材となるためビジネスマナー講習を実施しています。令和 5 年

度は、該当する取り組みへの参加者はありませんでした。

8）ファシリテーション講習

高度な専門性を前提に、グローバルな舞台でのさまざまなグループプロジェクトを

牽引する能力を持った人材を育成することを目標に、講師に内田龍之介氏（組織開発推

進室  プロセスコンサルタント・ファシリテーター）を招聘し、ファシリテーション講

習を開催しています。令和 5 年度は、該当する取り組みへの参加者はありませんでし

た。
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2.4.5.「国際的実践力」をもった人材を育成するためのカリキュラム 

本プログラムでは、国際コミュニケーション能力の向上を図るため、英語講座や語学

研修、英語論文校正支援等を実施しています。この他にも海外渡航の旅費支援も行って

おり、プログラム生は、修士課程在籍時から国際学会での発表を経験します。  

さらに、リーディングプログラム国際シンポジウム、海外サマーキャンプ、海外協定

校とのジョイントシンポジウムなどの企画・運営の経験を通じて、「国際的実践力」を

もった人材を育成します。本項では、「国際的実践力」をもった人材を育成するための

カリキュラムとして、プログラム主催国際シンポジウム、海外サマーキャンプ、海外イ

ンターンシップ、海外協定校とのジョイントシンポジウム、 Brush-Up 英語講座等の実

施状況を紹介します。 

1）国際シンポジウム

平成 25 年度よりプログラム生が主体となって、本プログラム主催による国際シンポ

ジウムを開催しています。令和元年度より、総合化学院  （CSE） で開催してきた CSE 

International Summer School と合同開催となっています。プログラム生は、採用直後の

博士前期課程 1 年次からシンポジウムに参加し、同 2 年次には運営を主導します。令和

4 年度はコロナ禍を考慮しつつ、過去のオンライン開催のノウハウを活かして、オンラ

インと対面のハイブリッド形式で開催しましたが、令和 5 年度は、コロナ禍の影響も収

束しつつあると判断し、４年ぶりに合宿形式（対面のみ）で開催いたしました。英語に

よるシンポジウムの運営だけではなく、ポスターセッションやレクリエーションを企

画し、海外講師や多様な参加者と英語でディスカッションすることを通じ、親密な関係

を構築しました。 

The 14th Graduate School of Chemical Sciences and Engineering (CSE) 
International Summer School and the 11th Ambitious Leader’s Program (ALP) 
International Symposium 

日  程：令和 5 年 8 月 31 日－９月 1 日  
会  場：北海道秩父別温泉「ちっぷゆう＆ゆ」  
人  数：実行委員 8 名、発表者 18 名（招待講演 4、一般口頭 4、ポスター14 件）  

※参加登録加者 26 名の内訳: 博士課程学生 11 名、修士課程学生 6 名、研究員・教員 9名
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2.プログラムの進捗状況

プログラム：  
8 月 31 日  

12:20 Meet at the South Entrance of Hokkaido University Faculty of Engineering 
12:30 Departure from Hokkaido University 
14:30-14:35 Opening Session 

14:35-15:05 
Special Lecture 1 (Q&A, 5 min) 
Prof. Dr. Taiga Yurino (Faculty of Engineering, Hokkaido University) 

15:10-15:40 
Special Lecture 2 (Q&A, 5 min) 
Prof. Dr. Wei Li (ICReDD, Hokkaido University) 

16:00-17:30 Recreation 
17:30-19:00 Break Time (Dinner) 
19:00-20:30 Poster Presentation 
20:30- Social Gathering 

9 月 1 日  

9:00-9:30 
Special Lecture 3 (Q&A, 5 min) 
Prof. Dr. Masaki Matsui (Faculty of Science, Hokkaido University) 

9:35-10:05 
Special Lecture 4 (Q&A, 5 min) 
Prof. Dr. Abhijit Shrotri (Institute for Catalysis, Hokkaido University) 

10:05-10:15 Break Time 

10:15-11:15 

Oral Presentation 
10:15 10:30 Shinji Noguchi 
10:30-10:45 Bon Leif Amalla 
10:45-11:00 Tong Fang 
11:00-11:15 Md. Menhazul Abedin 

11:30-11:40 Closing Session (Announcement of poster & oral presentation prize winners) 
11:40-12:40 Lunch Time 
14:50 Arrival at Hokkaido University 

[Poster Presentation Award] 
P04 Priya Saha 
“Construction of Functionalized Red-Light Photoswitches by Selective Copper-
Catalyzed Indigo N-Arylation” 

P14 Yamato Ebii 
“Systematic Synthesis of Multicyclic Polystyrene via Cyclopolymerization” 

[Oral Presentation Award]  
O2 Bon Leif Amalla 
“Incorporation of cytochrome c oxidase into bicelles and its electron transfer 

activity” 
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実行委員の学生による総評  

本イベントは総合化学院（ CSE）の博士学生によって組織された実行委員会により企

画・運営される国際シンポジウムとして、総合化学院が設立された 2010 年から継続し

て実施されています。当初、北海道大学グローバル COE の博士育成プログラムの一環と

して実施されていましたが、 2012 年のグローバル COE 終了に伴い、総合化学院が主催

し、触媒化学研究センター（現 :触媒科学研究所）が共催する形で「総合化学院  夏の学

校」を継続して参りました。2013 年は同年夏に開催された ISHHC-16（旧触媒化学研究

センター主催）のポストシンポジウムとして実施し、初の合同開催となりました。2015

年には会場を定山渓ミリオーネからおこばち山荘へ移し、交通手段から食事に至るま

で実行委員会で準備し、2016 年には札幌市アイヌ文化交流センターをレクチャー会場、

隣接する小金湯温泉  湯元  小金湯を宿泊施設として利用し、新たに「研究提案型グル

ープワーク」を導入することで参加者同士の学術的な交流促進を試みました。また、

2017 年にはなんぽろ温泉ハート＆ハートを会場にし、「参加者間で最も人気のある商品

を開発せよ」というテーマでグループワークを行い、英語による活発な議論や学生間交

流を図りました。2018 年には総合化学院入学式において理工交流イベントとして紹介

していただくなど、積極的な広報活動を行いました。さらに 2018 年には実行委員会に

留学生が加入し、企画、運営に至るまで英語による議論を行いました。 

2019 年からは物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム

（ ALP）で実施されてきた国際シンポジウムと合同開催する運びとなり、実行委員会に 

ALP 生が加入しました。またそれに伴い、名称を「CSE-ALP International Summer School」

に変更し、ALP に協力を仰ぎながら企画・運営を行いました。2020 年には COVID-19 の

影響を考慮し、Zoom を使用してオンラインで開催しました。初の試みでしたが、例年

より多くの学生・教員に御参加いただくことができました。 2021 年は、コロナ禍の収

束状況が不明のため、 2020 年度に続きオンライン開催としました。オンライン開催の

方法が確立していたため、ワークショップや懇親会で様々なツールを活用した結果、オ

ンラインでも十分な参加者交流ができました。 2022 年は、運営委員会にスマート物質

科学を拓くアンビシャスプログラム（ SMatS）生が加わり、初の現地・オンラインハイ

ブリッド形式で開催しました。コロナ禍の影響が完全には払拭できなかったため、宿泊

を伴わない形式でしたが、2021 年のオンライン開催のノウハウを活かし、聴講や Social 

gathering はオンライン開催とすることで幅広い参加者を集めることができました。さ

らに、一部の招待講演や口頭発表は、オンラインだからこそ海外や徳島県からの発表が

実現できました。その結果、 ALP International Symposium としては節目の 10 周年を

迎えることができ、盛会のうちに閉幕することができました。 

そして今年は、コロナ禍の影響も終息しつつあると判断し、４年ぶりの合宿形式での

開催となりました。会場を北海道雨竜郡秩父別町にある、秩父別温泉「ちっぷゆう＆ゆ」

にて行いました。合宿形式での運営ノウハウがコロナ禍によって途絶えかけていまし

たが、朝倉先生や原渕先生、堤先生、宮崎先生をはじめとする先生方の協力もあり、無

事に開催することができました。今年は招待講演者を 4 名に増やし、長時間講演を聞く  
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2.プログラムの進捗状況

のではなく、参加者が積極的に議論に参加できるよう構成を工夫したかいもあり、発表

後に多くの質問がなされ、活発な討論をすることができました。また、総合化学院長で

ある佐田先生、ALP の国際連携委員長である長谷川先生にもご参加いただき、学生間

の交流はもちろん、英語での研究の議論という、本行事の意義をきちんと果たし、無事

終了することができました。
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2.プログラムの進捗状況

2）海外サマーキャンプ 0件

国際的ネットワークを最大限活用し、海外の大学・研究機関で、海外の研究グループと

研究発表会ならびに意見交換会等を企画するのが「海外サマーキャンプ」です。自ら企

画・運営する経験を通して、研究活動を俯瞰的にみる観点を芽吹かせ、国際的ネットワー

クを形成する能力を涵養することを目指します。本学位プログラム担当者と本学位プロ

グラム学生からなる合同企画実行委員会によって、魅力的な特定テーマを設定し、当該

分野の基礎、応用、チュートリアルなどを実施します。令和 5 年度は、実施しませんでし

た。

3）海外インターンシップ 2件

グローバルに活躍するリーダーへ導くことを目的に、海外の大学等研究機関へのイ

ンターンシップを経済的に支援します。令和 5 年度は、 2 件の支援を実施しました。

氏 名 目的地 インターンシップ先 出発日 帰国日 

冨田 永希 
アメリカ/
ニューヨーク

Professor Tomislav Rovis, 
Columbia University 

R5.8.1 R5.11.1 

野口 真司 イタリア/
パドヴァ

Professor Alessandro Martucci, 
Università degli Studi di Padova 

R5.2.12 R5.3.2 

4）海外協定校とのジョイントシンポジウム 0件

海外大学等と連携しシンポジウム開催します。令和 5 年度は、実施しませんでした。 

5）最終学年次の取り組み：海外共同研究 1件

QE2 に合格し最終学年に進むと研究プロジェクトをみずから主導するチャンスが与

えられます。令和 5 年度は、「海外共同研究」に１名が取り組みました。  
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氏 名 海外共同研究先/研究テーマ 

冨田 永希 
Professor Tomislav Rovis, Columbia University Department of Chemistry 
“Cp*Re(III)錯体を用いた C–H官能基化反応の開発及び不斉化応用“ 

6）英語講座・講習会

R5 年度は、Brush-Up 英語講座は開講しませんでした。

6－1）TOEICスコア 800点以上 18名 

TOEIC の成績は、実践的英語力を評価するうえで、必ずしも十分とは言えませんが、

英語力を評価する一つの指標として多くの企業もこの成績を重視しています。このこ

とから本プログラムでは、プログラム終了まで TOEIC の成績 800 点以上をプログラム

履修生の目標として設定しました。令和 5 年度末の時点で 800 点以上は 18 名です。 

800 点以上のプログラム生  

パイロット生：戸口 侑、小島  遼人、高橋 陸、新田  明央 

1 期生：Fatima Joy C. Cruz、山本  悠大、陳 旻究、鈴木  拓郎

3 期生：馮  智、愉  彦樺、金  容俊 

4 期生：栗原  拓丸、杉山  佳奈美、張 曄 

5 期生：熊谷  悠平 

6 期生：冨田 永希 

7 期生：野口 真司 

9 期生：高見 亮佑 

7）各種支援

7－1）海外渡航支援 2件 

自らの研究成果を発表するために、国際会議等へ参加することを支援しました。詳細

は以下の通りです。
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2.プログラムの進捗状況

氏名 開催地 会議名 期間 

神田 幸輝 
カナダ/

モントリオール モントリオール大学 ラーニングサテライト R5.5.1－5.5 

野口 真司 シンガポール
11th International Conference on Materials for 
Advanced Technologies 
（第 11 回先端技術材料国際会議） 

R5.6.26－6.30 

7－2）海外ネットワーク形成支援 0件 

自らの研究成果を発表するために、国際会議等へ参加することを支援しました。詳細は

国際的な人的ネットワークを形成することを目的に、複数の海外の大学や研究所への

視察旅行を支援します。ディスカッションを通して海外の研究者と議論できる実力を

養成するとともに、海外の優れた研究者とのネットワークを形成できます。令和 5 年度

は、実施しませんでした。

7－3）語学研修支援 0件 

英語能力向上と異文化の理解を目的に、本学国際本部あるいは生協等が提供してい

る 2 週間の語学研修プランを利用した研修を支援します。令和 5 年度は、実施しませ

んでした。

7－4）英語論文校正支援 2件 

プログラム生が英文雑誌で論文発表するための支援として、プログラム生が主体的

に作成した英語論文の翻訳ではない校正費として（ 1 論文あたり 3 万円上限）支援しま

した。詳細は以下の通りです。  

申請日 氏名 学術誌名 タイトル

R5.4.28 佐藤 丈生 Gene 
PTBP2 binds to a testis-specific long noncoding RNA, 
Tesra, and activates transcription of the Prss42/Tessp-
2 gene 

R5.4.28 野口 真司 Langmuir 

Synthesis of ZrN SiO2 Core-shell Nanoparticles with 
Thickness-controlled SiO2 Shell through Sol-gel 
Process and Use as Particle-based Structured 
Coloring Material 
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2.4.6.「内省的知力」をもった人材を育成するためのカリキュラム 

本プログラムでは、科学者や技術者には、社会と対話し研究の意義と魅力を伝える能力

が必須であるとの考えにもとづき、科学技術コミュニケーションの科目群を設けていま

す。本学で科学技術コミュニケーション教育に取り組んで 19 年目を迎える高等教育推進

機構オープンエデュケーションセンター科学技術コミュニケーション教育研究部門

（CoSTEP）との連携のもと、専門的研究内容を専門外の人にわかりやすく伝えるのに必

要なスキルと知識を提供しました。また、情報化社会を先導して社会と対話できる人材

を目指し、デザインや IT スキルなども習得し、自らの研究内容を社会へ発信できる人材

を育成しました。

このような「内省的知力」をもった人材を育成するためのカリキュラムとして用意し

たアウトリーチ演習、Ambitious 研究倫理セミナーの実施状況を紹介します。

1）アウトリーチ演習

グループによるワークショップの形式で、情報発信方法としての「研究アウトリーチ

活動」を実践し 1 単位としました。リーディングセルフプロモーション講義で獲得した

知識を活用し、アウトリーチのスキルを養いながら、科学技術と社会の関連性を考えま

した。新型コロナウイルス感染症の影響から、これまで対面で行ってきた演習が不可能

となり、初のオンラインでの企画と実践の試みとなりました。研究者／社会人が取り組

むべきプロモーションを実践するとともに、所属プログラムの広報活動によって組織

プロモーションにも取り組みました。計画、準備、手続、執行、広報、実践、振り返り、

報告、という全てのプロセスを複数の受講者による教育研究ユニットを形成して実践

することにより、役割分担、とりわけリーダーシップとフォロワーシップを身につける

ことができました。これらの活動により自らの研究への理解を深め、異分野の研究を幅

広く理解し、組織的活動のリーダーとしての素養を涵養することができました。  

履修対象 

8 期生 3 名が履修しました。教育研究ユニットを形成し、それぞれの設定したスケジ

ュールに沿ってオンラインアウトリーチ実践しました。具体的には、2023 年 7 月 21 日

に、北海道大学 Ambitious リーダー育成プログラム 8 期生（以下、ALP 生）は、北海道

旭川市旭川西高等学校で出前授業を行い「自然の真理を探求する北大理学の魅力、研究

の最前線を大学院生が紹介します」と題した授業を実施しました。高校生へのアウトリ

ーチ活動のねらいとしては、①大学・大学院教育の理解、②学問の魅力の伝達、③進学

情報の提供、④専門分野の啓発がありました。
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メンバー タイトル・内容

田所朋樹 

酒井聡史 

神田幸輝 

自然の真理を探求する北大理学の魅力、研究の最前線を大学院生が紹介します 

大学および大学院での研究や学問の世界に触れることで、高校生に大学および大学

院へ進学する意義や可能性を示し、進路選択に対する視野を広げた。 

また、大学院での学問的な探求や知識の深化の魅力を伝え、特定の学術分野や専門

分野についてその面白さや社会への貢献度を紹介し、高校生に学問の面白さや挑戦

の価値を伝えた。 

2）科学技術コミュニケーション・リメディアル講習

科学技術コミュニケーション活動を実践する上で不足している基礎知識や基礎技能

を補うための教育として、必要に応じて「科学技術コミュニケーション・リメディアル

講習」として Ph. Dialogue「博士人材セミナー」を実施しました。  

実施日 実施名 担当 参加数 

2024. 3 Ph. Dialogue「博士人材セミナー」（5回） 理学研究院准教授 
大津 珠子 

延べ 
50人 

3）研究倫理セミナー特別プログラム（Ambitious研究倫理セミナー） 

実施日 実施名 主宰等 

2023.9.9 ミニ・パブリックスと参加・熟議のデザイン 北大 CoSTEP/ 
大学院理学研究院 
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科学技術コミュニケーション活動を実践する上で不足している基礎知識や基礎技能

を補うための教育として、必要に応じて「科学技術コミュニケーション・リメディアル

講習」として Ph. Dialogue「博士人材セミナー」を実施しました。  

参加数 



2.4.7.最終学年次の取り組み 

最終学年では「独立ラボ運営」「先端共同研究」「企業共同研究」「海外共同研究」いず

れかを選択し、研究プロジェクトを主導します。

QE2 に合格し最終学年に進むと研究プロジェクトをみずから主導するチャンスが与え

られます。「独立ラボ運営」「先端共同研究」「企業共同研究」「海外共同研究」のいずれか

を選択して取り組みます。研究プロジェクトのための専用スペースも準備されています。 

氏名 種類 研究テーマ 

朱 瑞傑 先端共同研究 
Double-network elastomer based ionogels as the semi-solid 
electrolyte for improving the low-temperature performance of 
flexible lithium-ion batteries 

岡 紗雪 先端共同研究 Auナノ粒子固定化電極上における生体分子のエナンチオ相互作用による
電子移動の促進 

冨田 永希 海外共同研究 Cp*Re(III)錯体を用いた C–H官能基化反応の開発及び不斉化応用 
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2.プログラムの進捗状況

2.5. 学位の質保証システム 

5 年一貫の博士課程教育を行う本プログラムでは、教育の質を最大限に保証すること

を目的として、2 回の Qualifying Examination（QE）と呼ばれる試験を学生に課していま

す。 1 回目は修士課程 2 年次に行われる「QE1」で、2 回目は博士課程 2 年次に行われ

る「QE2」です。令和 6 年 3 月現在、プログラム 1~7 期生に対しては QE1 と QE2 を、

1~9 期生に対しては QE1 をすでに行っています。ここでは、本プログラムにおける QE

の制度設計と、令和 5 年度に行った QE2（ 7 期生対象）と QE1（ 9 期生対象）の実施状

況を報告します。

プログラム生は、総合化学院・総合化学専攻、生命科学院・生命科学専攻、生命科学

院・ソフトマター専攻（H30 年度  第５期生選抜より追加）、環境科学院・環境物質科学

専攻、理学院・数学専攻、工学院・量子理工学専攻に所属する大学院生の中から本プロ

グラムが独自に入学試験を行うことにより選抜されます。入学後に 2 回行われる QE で

は、研究を主体的に行う能力を主に審査します。学位授与の際には、各学院とリーディ

ングプログラムが博士論文の審査を共同で行います。

Qualifying Examination 1 （QE1）のしくみ 

修士課程 2 年次の夏タームに実施する QE1 では、未知の分野や数理連携の研究での

調査能力と提案能力について審査します。異分野ラボビジット等で修得した専門分野

以外の内容をとりいれた異分野横断的な研究、あるいは数理連携の研究についての現

状分析・問題提起および研究提案を行います。
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QE1 は当プログラムの独自カリキュラムで学んだ成果を発揮する場です。QE1 の課

題に取り組むことにより、研究調査能力の飛躍的な向上と研究提案能力の開発がなさ

れることが期待されます。

Qualifying Examination 2 （QE2）のしくみ 

博士後期課程 2 年次の冬タームに実施します。キャリアパス形成を見据え、「独立し

た研究ラボを運営する」「海外共同研究を実施する」「企業共同研究を実施する」「分野

融合型の先端共同研究を実施する」との設定の中から 1 つを選択し、自らのアイデアで

研究提案を行い、それに対して審査が行われます。

QE2 で行った研究提案は、最終学年（博士課程 3 年時）で行う研究プロジェクトで実

際に実行します。 
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2.プログラムの進捗状況

7QE 期⽣対象 QE2 実施報告 

令和 5 年度の QE2 は、プログラム 7 期生 3 名を対象にして実施しました。  

QE2 のスケジュール 
 8 月 25 日  予備調査締め切り

 10 月 20 日  課題提出書類締め切り

 11 月 17 日  口頭試問

課題 
対象となった受験者は以下の予備調査提出物と課題提出書類を提出しました。

予備調査（8 ⽉ 25 ⽇締め切り）提出物︓ 
（ 1）課題タイトルおよび概要（A4 紙 2 ページ程度）（様式有り）

① 博士論文研究の概要

② 業績リスト

③ 取得ポイント・認定単位リスト

④ 提案課題の概要

⑤ 共同研究先

（ 2）指導教員からの承諾書（様式有り）

課題提出書類（11 ⽉ 17 ⽇締め切り）提出物︓ 
（ 1）研究概要：博士論文研究の進捗状況と今後の計画（A4 版 2 枚、英語。図表

含む）

（ 2）業績リスト（博士論文に収録する論文に○をつけること）

（ 3）研究提案書（様式有り。日本語または英語。図表を含む）

（注）QE2 では、博士課程 3 年時に実際に主導する研究プロジェクトの提案を行

います。具体的には、（1）独立した研究ラボの運営、（ 2）企業共同研究、（ 3）海

外共同研究、（ 4）分野融合型の先端共同研究の中から希望するプロジェクトを一

つ選択し、独自の発想で研究の提案を行います。「研究提案書」は科研費の挑戦的

研究（萌芽）の様式に基づき作成します。口頭試問は 1 人約 1 時間をかけて入念

に行われます。
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QE2 受験者と課題タイトル 
２名が先端共同研究を、１名が独立ラボを希望しました。

⽒  名 希望プロジェ
クト

研究提案タイトル 

1 佐藤 丈⽣ 先端共同研究 ヘテロ個体における精⼦数減少の分⼦メカニズム解明

2 碓井 拓哉 先端共同研究 発現解析を利⽤した tRNA Se 修飾の⽣理学的な機能の理解 

3 野⼝ 真司 独⽴ラボ ⾦属窒化物と⾦属酸化物を⽤いたコア-シェル粒⼦の触媒材料利⽤ 

⼝頭試問 
口頭試問は 1 人 55 分の時間をかけて行われました。発表（ 25 分間）では、冒頭

（ 5 分間）で現在までの博士論文研究の進捗状況に関する報告を行い、その後 QE2

の課題（研究提案）の発表 (15 分間 )を行いました。最後に、プログラムの各種活動

を通じて獲得した「5 つの力」についての自己評価を行いました (5 分間 )。審査は

これらの発表を総合的に評価して行われました。

⼝頭試問の詳細︓ 
日程：令和 5 年 11 月 17 日  

令和 6 年  6 月 13 日  

試問時間： 55 分（発表 25 分、質疑応答 30 分）  

「発表」の内訳は以下のとおり

1.博士論文研究の進捗状況の報告（ 5 分程度）

2.QE2 の課題（研究提案）の発表（ 15 分程度）

3.「 5 つの力」についての自己評価（ 5 分程度）

合否とフォローアップ 
上記の QE2 には 3 名が合格しました。博士課程 3 年時の研究プロジェクトとし

ては、 3 名が先端共同研究を行うことになりました。  

9 期⽣対象 QE1 実施報告 

令和 5 年度の QE1 は、プログラム 9 期生 3 名を対象に実施しました。スケジュール

は例年とほぼ同様でした。
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2.プログラムの進捗状況

QE1 のスケジュール 

 5 月 26 日  課題タイトルおよび概要（A4 版 1 枚程度）の審査

 7 月 25 日  書類提出締め切り

 8 月 25 日  口頭試問

課題 
昨年までと同様、課題 1（異分野横断）と課題 2（数理連携）を設定しました。  

プログラム生はこれらのうち 1 つの課題を選択し、現在の研究概要（A4 版 2 枚、

英語）と課題（問題提起と研究提案、A4 版 15–20 枚）を提出しました。その後、

口頭試問（後述）を実施しました。

（注）課題 1（異分野横断）と課題 2（数理連携）の内容は以下の通りです。  

QE1 受験者と課題タイトル 
プログラム 9 期生 3 名の内、課題 1（異分野横断）を選択した受験者は 2 名､課

題 2（数理連携）を選択した学生は 0 名、 1 名は受験をおこないませんでした。異

分野横断研究では異分野ラボビジット（異分野ラボビジットの項目を参照）で、ま

た、数理連携研究ではフロンティア数理物質科学の講義（数理物質科学講義の項目

を参照）で修得した知識や考え方を活かし、QE1 の課題に取り組んだ学生が多く見

られました。

〈課題 1〉 
学⽣が所属する研究室の専⾨以外の分野での 1 つ最新の研究トピックスを選び、その⽂

献を調査・分析し、最新の研究状況を総説としてまとめることを主⽬的とする。それに⾃

⾝の研究内容を取り⼊れ、異分野からの研究提案を⾏う。〈課題 1〉の場合、選定する研

究トピックスは学⽣⾃⾝が⾏なっている実験や所属研究室の研究テーマに直接関係しない

ものでなければならない。 

〈課題 2〉 
物質科学を主専攻とする学⽣で積極的に数理連携の研究提案を⾏おうとするもの、また

は数学を主専攻とする学⽣で物質科学の研究提案を⾏おうとするものに限り、実際的な研

究提案を主とし、学⽣⾃⾝の研究内容に基づいた研究提案であっても構わない。 
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⽒  名 選択課題 QE１課題タイトル 

1 ⿊須 ⼤樹 課題１ 細胞分化効率を同定する深層学習モデルの開発 

2 近藤 祥⼦ 課題１ 
新規治療薬開発へ 向けたアポトーシス分⼦機構への構造学的アプロ

ーチ 

⼝頭試問 
口頭試問は 1 人 50 分の時間をかけて行われました。20 分間の発表では、冒頭で

現在までの修士論文研究の進捗状況に関する報告を 5 分間行い、その後 QE1 の課

題（ 1 または 2）のプレゼンテーションを 15 分間行いました。審査はこれらの発表

と質疑応答を総合的に評価して行われました。

口頭試問の詳細： 

日程：令和 5 年 8 月 25 日  

試問時間： 50 分（発表 20 分、質疑応答 30 分）  

「発表」の内訳は以下のとおり

1. 現在までの研究報告（ 5 分程度）

2. QE1 の課題（ 1 または 2）の発表（ 15 分程度）

合否とフォローアップ

口頭試問の後日、各受験者に対して試験結果が送付されました。今年は受験者

2 名が不合格になりました。 2 名については令和 5 年度末までに再試問を行い、

追加で合格となりました。追加で合格した 2 名に対してはアドバイザー教員を配

置し、入念なフォローアップを行いました。
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物質科学フロンティアを開拓する
Ambitious リーダー育成プログラム

履修の手引き

2022 年 10 月 
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メッセージ

プログラム責任者 

北海道大学理事・副学長 山口 淳二 

 このプログラムが育成しようとする人材は、「国際社会の難課題解決を目指し、高い倫理性と

俯瞰力を持ち、リスクを恐れずに解決法を強靭な意志で実行するリーダー」であり、「世界を活

躍の舞台として捉え、産業イノベーションを達成し、社会と国家の中核を担いつつ、物質科学に

おけるフロンティア創成を目指す人材」です。そして、それは、「フロンティア精神」・「国際性の

涵養」・「全人教育」・「実学の重視」という北海道大学の 4 つの基本理念に即して、「世界の課題

解決に貢献する北海道大学」を具現化するものでもあります。

グローバリゼーションが深化している現在、世界の様々な課題は世界各国、各地域の人々の協

働なしには容易には解決できません。自然科学が挑む種々の新たな課題もその例外ではなく、環

境問題を始め、生命や疾病、あるいは食糧問題など、その領域は広範です。この物質科学が挑む

問題分野もまたその一部であり、そこでは〈化学＋生命科学＋物質工学〉の広い研究視座から生

まれる新たな知によって社会に貢献するエキスパートの育成が目指されています。

本プログラムを修めた皆さんが、物質科学フロンティアを開拓する次世代 Ambitious リーダー

として、「圧倒的な専門力」、異分野に亘る「俯瞰力」、国内や国際社会で活躍する「フロンティア

開拓力」と「国際的実践力」、そしてまた自らの営みを人間社会の中で顧みてその倫理性を問い

質す「内省的知力」という５つの力を十分に身に付け、現在そして未来の地球規模の課題を解決

し、よりよい世界を創り出すことに貢献してゆくことを期待しています。

プログラムコーディネーター 

北海道大学副学長・大学院理学研究院 教授 石森浩一郎 

「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」第 9 期生の皆さん、

本プログラムへの採用おめでとうございます。次世代のグローバルリーダーを目指して高いモチ

ベーションで応募し、採用された皆さんの本プログラムへの参加を、本プログラムの関係教職員

を代表して歓迎いたします。

本プログラムは次世代の新たなグローバルリーダー育成のため、北海道大学の多くの教員が自

らの経験をもとに、その理想とする博士課程教育を具体化した文字通り野心的で先進的なカリキ

ュラムから構成されています。これから 4 年 6 ヶ月の期間に、さまざまな講義、イベント、国際

シンポジウム等が効果的にかつ凝縮して組まれ、それらを着実に履修、参加することで次世代グ

ローバルリーダーとして必要な 5 つの力、「圧倒的専門力」、「俯瞰力」、「フロンティア開拓力」、

「国際的実践力」、「内省的知力」を自分のものとすることができます。是非、自らの高い目標実

現のため、本プログラムを十二分に活用されることを願っています。

65



目  次 

1．2022 年度主要行事予定表 --------------------------------------------------------------------------------- 1 

2．5 年間の流れ -------------------------------------------------------------------------------------------------- 2 

3．Ambitious Leaders  Program (ALP)の目的と概要 ------------------------------------------------------ 3 

4．ALP カリキュラム ------------------------------------------------------------------------------------------- 5 
4－1．カリキュラムの特徴 ------------------------------------------------------------------------------- 5 
4－2．フロンティア数理物質科学 ---------------------------------------------------------------------- 6 
4－3．科学技術コミュニケーション教育科目 --------------------------------------------------------- 7 
4－4．キャリアマネジメント特別セミナー ---------------------------------------------------------- 8 
4－5．最終学年次の取り組み（D3 時期イベント）： 

   独立ラボ運営・海外共同研究・企業共同研究・先端共同研究 ------------------------ 9 
4－6．ALP 科目への読み替えについて --------------------------------------------------------------- 10 
4－7．ALP 履修登録手続き ------------------------------------------------------------------------------ 11 

5．ALP イベント ------------------------------------------------------------------------------------------------ 12 
5－1．ALP イベントポイント制 ------------------------------------------------------------------------ 12 
5－2．異分野ラボビジット ------------------------------------------------------------------------------ 12 
5－3．教育研究ユニット活動 --------------------------------------------------------------------------- 12 
5－4．国内研修支援---------------------------------------------------------------------------------------- 13 
5－5．英語講座・英語論文校正支援・ビジネスマナー講習 ------------------------------------ 13 
5－6．海外渡航支援・海外インターンシップ ------------------------------------------------------ 14 
5－7．海外ネットワーク形成支援・海外サマーキャンプ --------------------------------------- 14 
5－8．企業セミナー・企業インターンシップ ------------------------------------------------------ 15 
5－9．企業コンソーシアム ------------------------------------------------------------------------------ 15 
5－10．URA インターンシップ ------------------------------------------------------------------------- 15 
5－11．Ambitious 物質科学セミナー ------------------------------------------------------------------ 16 
5－12．Ambitious 研究倫理セミナー ------------------------------------------------------------------ 16 
5－13．学内研修 -------------------------------------------------------------------------------------------- 16 
5－14．独創的研究活動支援・謝辞について ------------------------------------------------------- 16 

6．Qualifying Examination ------------------------------------------------------------------------------------- 18 
6－1．Qualifying Examination 1 (QE1) ------------------------------------------------------------------ 18 
6－2．Qualifying Examination 2 (QE2) ------------------------------------------------------------------ 18 

7．申請・報告管理システム --------------------------------------------------------------------------------- 19 

8．補足事項 ------------------------------------------------------------------------------------------------------ 21 

9．ALP 規程関係資料 ------------------------------------------------------------------------------------------ 24 

10．北海道大学博士課程教育リーディングプログラム奨励金要項・内規 --------------------- 28 

11．奨励金受給者のガイドライン ------------------------------------------------------------------------- 33 

12．運営組織 ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 42 

付録：教育研究ユニット活動・イベントフローチャート------------------------------------------- 43 

66



1．2022 年度主要行事予定表 

4/4 2022年度 プログラム生ガイダンス（5～8期生） 

4/8 科学技術政策特論ガイダンス

4/13 フロンティア数理物質科学Ⅱ スタート（8期生）

4/18 キャリアマネジメント特別セミナー スタート（7期生）

5/14 CoSTEP開講式

5/27 QE1課題タイトル・概要提出締切（8期生）

6/1 選抜試験 説明会

6/15 ビジネスマナー講習会

7/13 9期生 応募書類提出締切

7/26 QE1課題提出締切（8期生）

8/6～7 CSE-ALP国際シンポジウム

8/26 QE2予備調査表提出締切（6期生）

8/26 QE1口頭試問（8期生）

8/29 9期生 選抜試験2次審査（口頭試問）

9/26 9期生 採用式・ガイダンス

10月 企業コンソーシアムガイダンス（7期生）

10月 フロンティア数理物質科学Ⅰ（9期生）・Ⅲ（8期生） スタート

10月 化学産業実学・創造的人材育成特別講義 スタート（8期生）

10/18～20 第12回CSJ化学フェスタ2022

10/21 QE2課題提出締切（6期生）

11月～ 異分野ラボビジット開始（9期生）

11/18 QE2口頭試問（6期生）

3月 ALP修了式（5期生）

3月 CoSTEP修了式特別プログラム（ALP共催）

開催日未定 企業コンソーシアム発表会（7期生） 

開催日未定 研究倫理セミナー専門職倫理ワークショップ

開催日未定 企業セミナー

開催日未定 北大ALP・東北大MD合同シンポジウム ＜札幌＞ 

開催日未定   BrushUp英語講座 

新型コロナウイルス感染症の影響で、多数の行事が開催未定となっています。各行事の詳細

については、事務局、各担当教員からの案内にてご確認ください。
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2．5 年間の流れ 

本プログラムでは、プログラムに参画する 5 専攻の大学院博士前期（修士）課程に入学した学生の

中から希望者を募り、1 年次の夏に試験を行ってプログラム生を選抜します。プログラム生は、新時

代のリーダーとして必要な能力、すなわち圧倒的専門力・俯瞰力・内省的知力・フロンティア開拓

力・国際的実践力を養成するため、4 年半をかけて 3 つの柱「1. 数理科学を利用した異分野交流」、

「2. 専門性の向上」、「3. 国際性、産学連携」からなるカリキュラム・イベントに取り組みます。

プログラム生の達成度は、博士前期（修士）課程 2 年次の夏、博士後期課程 2 年次の冬に実施される

2 回の Qualifying Examination (QE) で厳格にチェックされ、最終年度には、独立ラボ運営・海外共同

研究・企業共同研究・先端共同研究から 1 つを選択して、独立した環境で総仕上げの研究を行いま

す。
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3．Ambitious Leader's Program (ALP) の目的と概要 

現代のフロンティア・物質科学

21 世紀に入り、人類はこれまでに体験したことのない大きな問題に直面しています。しかし人類は、

これまで文明の発達を通じていくつもの大きな困難を乗り越えてきました。我々は、現代社会の難問

題を解決するためには物質科学をさらに高い次元で追求することが重要であると考えています。本プ

ログラムでは、参加学生が物質科学における高度な専門性をまず身につけ、さまざまな領域を横断俯

瞰する能力を獲得することで、現代社会の難問題に果敢に挑戦し、解決ができるような国際的リーダ

ーとなることを目指しています。今から 150 年ほど前、北海道は文字通り日本のフロンティアでした。

今我々は、現代社会の閉塞を生んでいるさまざまな問題の解決こそが今日のフロンティアであると捉

え、強靭な意思をもってこれを開拓する新時代のリーダーを生み出したいと考えています。

先進の融合教育プログラム 

 北海道大学大学院総合化学院は、理学系と工学系の大学院教育組織を融合して生まれました。これ

は日本における初めての試みであり、最先端の大学院化学教育組織として、大きな成果を生んでいま

す。本プログラムでは、まず総合化学院と他の学院との連携によって、物質工学、生命科学分野を含

んだ広大な専門領域での教育・研究をカバーします。さらに、数理科学―すべての現象の根底に流れ

る原理を解き明かす学問―に触れることを通じて、参加学生は専門分野にとらわれない俯瞰力を身に

つけ、加えて科学技術コミュニケーションの実践によって科学技術と社会との効果的な関わり方につ

いて学びます。プログラム生は、博士前期（修士）課程 1 年次に選抜試験を受けた後、主副指導教員

とアドバイザーの助言を受けながら 5 年一貫の教育研究カリキュラムを履修し、以下の 5 つの力の獲

得を目指します。

1. 圧倒的専門力：自分自身の分野について深い知見をもち、高度な専門的課題を解決するための具

体的なアプローチを組み立てる力

2. 俯瞰力：科学技術諸領域の知識や考え方を広く修得することで、柔軟な思考力と広い視点をも

ち、領域横断型の研究を推進する力

3. 内省的知力：正確な自己認識と高い倫理性を通じて、自らの内在的動機と社会のニーズを調整す

ることで、社会との対話を実践し自律的に行動する力

4. フロンティア開拓力：解決すべき重要な問題をいち早く発見し、課題を設定して、その解決を実

行することで新分野を切り開く力

5. 国際的実践力：多様な世界観が存在することを理解し、グローバルに共有可能な新しい価値を創

出する力

 プログラム生が安心して博士後期課程へ進学できるよう、予算内できる限りの経済的支援を行うこ

とを目指していますが、内外の経済状況等により、支援ができない場合もあります。

グローバルリーダーを養成する仕組み・バックアップ組織 

学内外研究機関との連携：北海道大学総合化学院、生命科学院、理学院、工学院、環境科学院のほ

か、電子研附属社会創造数学研究センターが連携してカリキュラムを運用します。その他学内 6 つの研

究院、センター、研究所と連携して教育・研究を実施します。学内人材育成支援組織との連携：科学

技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）、工学系教育研究センター（CEED）、先端人材育
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成センター、国際部、フロンティア化学教育研究センター（FCC）がグローバルリーダー養成を強力

にバックアップします。海外大学との連携：10 を超える海外提携大学との連携により、海外研修やサ

マーキャンプ、シンポジウムを実施して国際性を高めます。企業との連携：10 社を超える国内企業と

の連携により、プログラム生は企業インターンや企業コンソーシアムに参加します。少人数異分野交

流教育：異なる専門分野をもつ 5 人前後の学生が一組となり、現代社会の難問題解決を目指して研

修、討論、共同研究などを行います。
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4．ALP カリキュラム 

4－1．カリキュラムの特徴

 本プログラムでは、「数理科学」を用いた異分野を俯瞰できる能力と「物質科学」の圧倒的専門力

を有し、かつ実践的問題解決能力を体得した Ambitious なリーダーを育成するための系統立てたカリ

キュラムを提供します。本プログラム生は、まず圧倒的専門力を獲得するために、所属する学院が提

供する科目を受講して修了要件を満たす必要があります。各学院での必須単位は、博士前期（修士）

課程・博士後期課程を通して 40 単位となりますが、これらの専門科目に加え、数理科学、科学技術

コミュニケーション、社会を見通したキャリア形成といった観点からの能力を涵養するための授業科

目を配置しています。カリキュラム・イベントの年次進行表をカテゴリーに分けて以下に示します

が、イベントについては次章（5．ALP イベント）で説明し、本章ではカリキュラムについて説明し

ます。表に示すように、カテゴリーごとに追加の単位が必要となり単位の増加は全体で 10 単位とな

ります。また、一部の科目は大学院共通授業科目として登録されており、各学院が許可する範囲で修

了要件に含めることができます。受講時期はできるだけ下表に従うことを推奨しますが前後の学年で

履修しても構いません。ただし QE2 までにはすべての必須科目を履修するように計画的に進めてくだ

さい。なお、修士課程 2 年次の 10 月よりプログラム生に採用される編入生については、通常のプロ

グラム生より１学年遅れて各科目を履修することになります。一部単位読み替えの制度がありますの

で、4－6 を参照のうえ手続きを行ってください。

○の中の数字は単位数、括弧付の科目は選択必修科目

イベント・その他 A. 数理科学 B. 科学技術コミュニケーション C. 産官学キャリア形成

1学期 各学院専門科目履修

9月 プログラム生選抜

2学期
企業セミナー
異分野ラボビジット

フロンティア
数理物質科学I ①

8月末 QE1
海外学会発表 アンビシャスリーダーシップ論

海外ネットワーク形成 （創造的人材育成特別講義①）

（化学産業実学①）

企業コンソーシアム（PBL）

企業インターンシップ

URAインターンシップ

海外インターンシップ

海外サマーキャンプ

12月 QE2
独立ラボ運営／海外共同研究／

企業共同研究／先端共同研究

年度末 学位審査・プログラム修了

単位増加分 3単位 3単位 4単位

D3

M1

M2

1学期
フロンティア
数理物質科学II ① 科学技術政策特論②

D1

D2

ALPカリキュラムの年次進行

アウトリーチ演習① キャリアマネジメント特別セミナー①

2学期
フロンティア
数理物質科学III ①

リーディング
セルフプロモーション講義②

新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度は例年通りに実施することができないカリキ

ュラがありますことをご了承ください。
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A. 数理科学による異分野融合：物質科学を専門とする学生に「数理」の概念を導入した異分野融合教

育を行うために「フロンティア数理物質科学 I, II, III」を実施します（4－2 参照）。

「フロンティア数理物質科学 I, II」 講義、1 単位× 2、M1・2 学期、M2・1 学期 
「フロンティア数理物質科学 III」 グループに分けゼミ形式、1 単位、M2・2 学期 

B. 科学技術コミュニケーション：高等教育推進機構 オープンエデュケーションセンター 科学技術コ

ミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）との連携のもと、専門的研究内容を専門外の人にわかりや

すく伝えるのに必要な観点を習得します。科学技術情報社会を先導して社会と対話できる人材を目指

してデザインや IT スキルなども習得し、自らの研究内容を題材として社会への発信を実地経験します

（4－3 参照）。 
「リーディングセルフプロモーション講義」2 単位、M2 配当 スクーリング付き e-learning 

CoSTEP 本科講義の指定開講題目および ALP 独自開講題目をあわせ 16 回分を受講 
「アウトリーチ演習」1 単位、D1 配当、ⅠとⅡのいずれの履修としても良い 

アウトリーチ演習Ⅰ：教育研究ユニットによる「一般公開キャラバン」の実践

アウトリーチ演習Ⅱ：教育研究ユニットによるメディア対応シミュレーション

C. 社会を見通したキャリア形成：専門分野の研究に埋没することなく、産官学いずれの業界に進んで

も自らの専門性を生かせる有用な人材となるため、先端人材育成センターおよび CEED との連携のも

と、ビジネスマナーを習得し、産業界の観点を獲得します。また、独立した科学技術者・研究者の素養

を得るために、研究開発のエキスパートを非常勤講師として招聘し、世界の産業界の動向に基づいて

研究の方向性を見極める能力を涵養する、キャリアマネジメント特別セミナーを履修します。さらに、

官界より現代社会の状況に対応した政策のエキスパートを非常勤講師として招聘し、「科学技術政策特

論」を履修します。

「科学技術政策特論」 2 単位、M2・1 学期（CEED、大学院共通授業科目） 
「アンビシャスリーダーシップ論」 1 単位（以下から選択必修） 

・「創造的人材育成特別講義」1 単位、M2・2 学期（CEED、工学院共通科目） 
・「化学産業実学」1 単位、M2・2 学期（総合化学院、大学院共通授業科目） 

「キャリアマネジメント特別セミナー」 1 単位、D1・1 学期 

注）プログラム採用前にすでに「科学技術政策特論」を履修して単位を取得している場合には ALP
単位として認定しますので、ALP 事務局に申請してください。 

4－2．フロンティア数理物質科学 

数学は自然科学系の共通言語です。観測された現象を数式化して表現することができれば、異分野

の研究者に対しても簡潔かつ曖昧さをもたない説明が可能となります。また、数学はある特定の現象

をモデルとする考察を起点としても、その抽象性・普遍性により、得られた結果を適用できる範囲がそ

の現象の研究にとどまらず、類似した数理モデルをもつ異分野の研究と結びつくことで新たな価値を

生み出しうるものです。そこで、数理連携のために必要な数学の基礎知識を習得し、抽象的な思考力お

よび俯瞰力を身につけることを目的として「フロンティア数理物質科学 I, II, III」を開講します。I, II, 
III は各 1 単位の必修科目であり、開講時期はそれぞれ I (M1・2 学期)、II (M2・1 学期)、III (M2・2 学
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期)とします。制度上は大学院博士後期課程修了までにいつ履修しても構いませんが、上記の時期で履

修することを強く推奨します。

I と II は講義と演習形式です。講義内容はまず数学分野における基本的な用語や記号について解説

します。次に数理連携の具体例として、実験による経験則に基づいている分野に対して、数理モデルを

構築し現象のメカニズムを予測・計算し効率を上げることで必要な時間や費用が削減できた企業の取

り組み例などを紹介します。本科目の目的は、複雑な計算を実行して高度な公式を用いることができ

るようになることではなく、数学の諸概念や公式の意味を理解し、具体的な事例を通して数学が社会

の問題解決にどのように役立てられているかを理解することです。

III はセミナー形式です。具体的な内容は、異分野のプログラム生 5 人程度に数学専攻の教員を加え

てグループを構成します。そして、各々が自身の研究内容について発表し、他のプログラム生や数学教

員との質疑応答を行います。議論を通して異分野の研究者の発想に触れることで俯瞰力を養成し、さ

らに自身の研究内容に対する専門力の強化を目指します。

4－3．科学技術コミュニケーション教育科目

科学技術には私たちの生活を豊かにしてきたという揺るぎない事実があります。科学技術の営みは、

人類の歴史そのものです。一方で世のため人のためと思って、研究や技術開発に勤しんできたとして

も、現実の社会から手放しで歓迎されるとは限りません。研究者の思いと社会の思いとの「すりあわ

せ」が必要ですし、両者の対話も必要です。さらに「理科離れ」といって、若者たちの間で、理科への

関心の低下や科学リテラシー（科学的に、論理的に考える力）の低下が指摘され続けています。そのた

め、研究者は自らの研究の価値を問い続け、社会との関係性を考えながら、市民と双方向的な対話をす

ることが求められるようになりました。

この双方向的な対話、すなわち自らの研究分野を広く発信する活動がセルフプロモーションであり、

アウトリーチ活動です。

以上のような観点から、グローバルリーダーに必要な 5 条件のうちのひとつである「内省的知力」

を高めるために、科学技術コミュニケーション教育科目を設置しました。北海道大学で 2005 年から科

学技術コミュニケーション教育に取り組む高等教育推進機構 オープンエデュケーションセンター科

学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）と連携し、2 つの必修科目と単位外のリメディア

ル講習を一連の科目群として提供します。これらの科目の履修により、内省的知力、とりわけ科学技術

コミュニケーションの知識と実践能力の基礎を習得します。また、この科目は必修の Ambitious 研究倫

理セミナーとも連携しており、倫理性を携えた研究者の育成も目指しています。

Ａ．リーディングセルフプロモーション講義

必修、M2 配当、2 単位。90 分講義または講習×16 回。 
 科学技術と社会の関係性を考え、その豊かな関係性を学びます。自らの研究テーマを社会に発信す

る具体的プランを立案し、実現へ向けていくための能力を習得します。

以下の条件を達成した者を合格とします。なお、過年度に CoSTEP を修了している者については、

対応する CoSTEP 講義を履修済みとして取り扱える場合があります。 
• 指定された CoSTEP 講義 12 コマを e-learning 受講してください。

• ALP 独自開講分の授業 2 コマとリメディアル講習 2 コマを含みます。

• 評価課題等の提出が求められます。
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Ｂ．アウトリーチ演習

•必修、D1 配当、1 単位。「リーディングセルフプロモーション講義」に合格した者のみがこの科目の

評価を受けることができます。90 分相当の演習× 8 回。

科学技術と社会の関係性を考え、その豊かな関係性を学びます。自らの研究分野や所属研究室のプ

ロモーションを通じて科学技術コミュニケーションの実践に取り組みます。計画、準備、広報、実践、

振り返り、報告等のプロセスを原則 5 名の受講者による教育研究ユニットで実践することで、役割分

担、とりわけリーダーシップとフォロワーシップを身につけます。これをもって、自らの研究への理解

を深め、異分野の研究を幅広く理解し、組織のリーダーとしての素質を養います。

サイエンスイベントを実践する「アウトリーチ演習」、を開講します。「アウトリーチ演習」では、研

究アウトリーチを中心とした出前授業を企画・運営したり、ソーシャルメディアを通じた研究紹介を

発信したりします。そのために実働した時間（90 分相当× 8 回）を演習として充てることにより単位を

認定します。「アウトリーチ演習」は、社会に広く開かれた科学技術コミュニケーションと考えられる

活動であれば良く、予算の範囲内であればどのような形態でも認められます。このような活動を「一般

公開キャラバン」と呼んでいます。プログラム教員 1 名以上の支援を受け、本科目を履修しているプ

ログラム生の原則 5 名により構成する教育研究ユニットで一つの活動を実現します。

Ｃ．科学技術コミュニケーション・リメディアル講習

単位外（ただし、指定された回数分相当を必修科目に充当するために受講する必要があります）。随時

開講。リーディングセルフプロモーション講義を補完するために 2 コマ、アウトリーチ演習を補完す

るために 1 コマを受講してください。ただし受講コマ数を制限するものではありません。自身のスキ

ルアップのためにより多くの受講をおすすめします。

「リーディングセルフプロモーション講義」では CoSTEP 講義の年間カリキュラムの一部を受講す

るため、「アウトリーチ演習」に取り組む際に、必要な基礎知識のなかに習得できない部分が出てくる

可能性があります。また「アウトリーチ演習」の取り組みによっては、実際のワークにおいて必要なス

キルを習得できていない可能性もあります。そのため、不足している知識やスキルを補うための教育

として、リメディアル講習を実施します。随時担当教員から情報提供します。

次の 4 つの枠を設定していますので、各自選択して受講してください。 

4－4．キャリアマネジメント特別セミナー

「キャリアマネジメント特別セミナー」（D1・前期）は、5 人前後のプログラム生が 1 ユニットとな

って課題設定力や異分野の知識を総合して課題を解決する力を養うことを目的としています。企業で

長らくリーダーとして活躍してきた経験者を講師に迎え、前半にセミナー、後半は事前に指定した分

野の一般書籍から議論に足る基礎知識を得たうえで、ワークショップ形式のアクティブラーニングを

行います。セミナーを通して、実際に行われている企業の研究例に触れ、学術研究と実学研究の間の違

和感を払拭するとともに、将来リーダーとして研究課題を設定する際に求められる資質である「社会

を見る目」を涵養します。
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4－5．最終学年次の取り組み（D3 時期イベント）：独立ラボ運営・海外共同研究・企業共同研究・

先端共同研究

プログラム生は、最終学年次に、D3 時期イベントとして「独立ラボ運営」、「海外共同研究」、「企業

共同研究」、「先端共同研究」から一つのコースを選択し、取り組みます（各コースの内容については下

記参照）。選択コースは、博士後期課程 2 年次の 8 月末に実施する QE2 予備調査および QE2 書類審査

（11 月初旬）と口頭試問（11 月末～12 月頭）を経て決定します。予備調査では、博士論文研究の概

要、業績リスト、取得ポイント・認定単位リスト、提案課題の概要、共同研究先、指導教員からの承諾

書を提出しますが、とくに、選択コースが学位取得の観点から問題がないか指導教員と事前に十分に

話し合うことが必要です。QE2 書類審査および口頭試問に際しては、先に研究概要（博士論文研究の

進捗状況と今後の計画）、業績リスト、取得ポイント、プログラムの活動（単位・ポイント）を通じて

獲得した「5 つの力」に関する自己評価、研究提案をまとめた課題書類を 10 月末日締切として提出し

ます。ALP プログラム修了にはカリキュラム 10 単位の取得が条件となっており、イベントについては

14 ポイントの取得が目標値とされていることから、QE2 審査では単位およびポイント取得状況も考慮

されます（6－2 参照）。D2 終了時点で ALP 科目 10 単位取得・必修イベント完了・14 ポイント取得を

満たしていない場合には教務専門委員長が面談を行い、完了に向けた履修計画書を提出します。

各コースの概要は以下の通りです（研究費は学振特別研究員であっても支給されます）。

・独立ラボ運営

独立性の高い研究環境のもとで研究に取り組みます。独立ラボ運営で提案する研究は、それまでに

行ってきた研究の単純な延長ではなく、新たな内容を含むことが要求されます（他の研究者との共同

研究も可）。QE2 審査では、学位論文の内容がほぼ固まり学位の資格を得るだけのレベルに達している

か、という観点からも審査されます。研究場所としてフロンティア応用科学研究棟の実験室スペース

を利用してもよいものとし、同スペースに設置してある実験装置は基本的に利用可能です。研究費と

して最大 150 万円(*)を支給します。申請時に指導教員以外の教員からアドバイザーを選び、進捗状況

などを定期的に報告する体制で進めます。

・海外共同研究

海外の研究者と共同研究に取り組みます。研究成果は博士論文に含めて構いませんが、海外共同研

究者の承諾を得る必要がありますので注意してください。共同研究先とは、QE2 予備調査で許可がお

りてから交渉を開始します。QE2 審査での評価および海外滞在期間に応じて研究費として最大 80 万円

(*)を支給します（旅費と滞在費を含みます）。 
・企業共同研究

企業に一定期間滞在し、企業との共同研究に取り組みます。研究成果は博士論文に含めて構いませ

んが、相手企業の承諾を得る必要がありますので注意してください。相手企業とは、QE2 予備調査で

許可がおりてから交渉を開始します。 QE2 審査での評価および企業での研究形態に応じて研究費とし

て最大 60 万円(*)を支給します（旅費と滞在費を含みます）。 
・先端共同研究

所属研究室外との共同研究を推奨しますが、必ずしも共同研究である必要はありません。QE2 審査

での評価に応じて研究費として最大 50 万円(*)を支給します。 

(*)全体の予算が減額になった場合には、いずれのコースにおいても支援額は減額されます。 
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各学院で実施される博士論文審査発表会（1～2 月）には、リーディングプログラム担当教員が 2 名

以上出席し、圧倒的専門力について審査を行います。また、あらかじめ配布する書式に基づく ALP 最

終レポート（最終学年次の研究報告を含む）を提出し、書面審査によってリーディングプログラムとし

ての合否を決定します。合格者に対しては 2～3 月に ALP 修了式を実施します。 

4－6．ALP 科目への読み替えについて

・産官学キャリア形成科目

物質科学リーディングプログラムに採用される前に以下の科目の単位を取得している場合には、「ア

ンビシャスリーダーシップ論（1 単位）」に読み替えることが可能です。

キャリアマネジメントセミナー（MOT 関連） 
「理系のための」知っておきたい特許制度

組織運営論

理系・科学技術系大学院生のステップアップキャリア形成Ⅰ－Advanced COSA(1)－ 
理系・科学技術系大学院生のステップアップキャリア形成Ⅱ－Advanced COSA(2)－ 
大学院生のための大学教員養成（PFF）講座 ティーチングとライティングの基礎 
大学院生のための大学教員養成（PFF）講座 大学教員としての準備をしよう 
博士研究者のキャリア開発研究－赤い糸会＆緑の会－

実践環境リーダーシップ論（StraSS コース専修科目） 
編入生の場合には、上記科目群の取得単位数に応じて「科学技術政策特論（2 単位）」への読み替え

も可とします。

・数理科学科目

数学専攻以外の学生が大学院共通授業科目の「現代数学概説」、「数理科学概説」など数学系科目を履

修済みの場合には、その単位数分だけ ALP 科目「フロンティア数理物質科学 I, II」（各 1 単位）の単位

に読み替えられることとします。

【申請の流れ】

1. 該当するプログラム生は、別紙の「リーディングプログラム科目履修済認定申請書」を申請・報告

管理システムから提出する。

2. 申請書に基づき ALP 科目への読み替えが可能かどうか ALP 教務専門委員会で審議する。

読み替えが認められればプログラム生に ALP 科目単位認定証を発行する。

3. 読み替えた ALP 科目の成績は読み替える前の大学院共通授業科目の秀～可による評価ではなく、

「合格」とする。

※「リーディングセルフプロモーション講義」では、CoSTEP 本科・選科の修了実績等を一部の開講題

目の履修済として認定できます。担当教員に確認のうえで履修済み認定の申請が必要です。
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4－7．ALP 履修登録手続き

ALP が提供する講義科目について、所属する大学院に履修登録をしてください。 
学院によっては ALP 独自科目を修了要件に含めることができる場合がありますので、各学院の「履

修の手引き」を確認してください。不明な点がありましたら ALP 事務局に相談してください。 

  【お問合せ先】

リーディングプログラム事務局

札幌市北区北 10 条西 8 丁目 北海道大学大学院 理学研究院化学部門内

（理学部 7 号館 1-06 室）

E-mail: leading@sci.hokudai.ac.jp TEL: 011-706-3359
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5．ALP イベント 

 

5－1. ALPイベントポイント制 

 各種イベント・支援について参加記録を管理する目的から、必修・選択・自由参加に分類し、選択イ

ベントにポイント制を導入します。博士後期課程2年次の冬タームに実施されるQE2までに14ポイント

以上取得することを目標とします。編入生は、同時期までに10ポイント以上の取得を目標とします。イ

ベントの分類は以下の通りです。

【必修イベント:0ポイント】参加必修イベントで、報告書を提出すること。

異分野ラボビジット、企業コンソーシアム、海外・企業・URAインターンシップ（選択必修）、ALP主
催国際シンポジウム、ALP主催数理科学特別講演会、Ambitious研究倫理セミナー 

【選択イベント:1ポイント】報告書の提出で1ポイントを取得できる。QE2までに14ポイント（編入生

は10ポイント）以上取得することを目標とする。 
目標年度取得ポイント：4ポイント（M1年は2ポイント） 
対象イベント

・海外サマーキャンプ、短期・長期国内研修支援、海外渡航支援、語学研修、海外ネットワーク形成支

援、学内研修、企業セミナー、ビジネスマナー講習会

・北大・他大学・他リーディングプログラム等の本リーディングプログラムが認定したイベント

・同じ必修イベントを2回目以降も参加する場合は選択イベントに参加したとみなし、1ポイントとし

てカウントします。

【自由参加イベント:0ポイント】 

・Ambitious 物質科学セミナーおよび本リーディングプログラム共催・主催の講演会・セミナー

（産官学キャリア形成教育科目での参加必修のセミナー・講演会が含まれます。）

・Brush Up英語講座（目標 TOEIC 800点、TOEIC 800点以上で1ポイント）

・英語論文校正支援（回数に上限なし。但し、同一論文に関しては2回まで）

5－2．異分野ラボビジット（必修） 

幅広い知識と考え方を身につける教育の一環として、異分野の研究室にて新しい専門的知識や技術

を習得するために「異分野ラボビジット」を行います。プログラム生は、2 週間～2 ヶ月程度の期間、

異なる分野の研究室に移籍し、移籍先研究室が提供する教育研究内容を実施します。異分野ラボビジ

ットの終了後、報告書の提出があります。また、6－1 で後述するように異分野ラボビジットの内容が

Qualifying Examination 1 (QE1)の課題に関係しますので、研究室の選択にはこれも考慮してください。 

5－3．教育研究ユニット活動（必修）

QE1 に合格した学生を対象に、異なる専門分野をもつ 5 人前後のプログラム生をひとつのユニット

新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度は例年通りに実施することができないイベン

トがありますことをご了承ください。
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とし、以下の三つのグループワーク（アクティブラーニング）を行います。本取り組みを通して、俯瞰

力、創造性、統率力、コミュニケーション力など、リーダーとしての能力を高めます。

M2・2 学期に開講するフロンティア数理物質科学 III では、それぞれの研究内容についてそれぞれ

の専門的立場から意見を出しあう、セミナー形式のグループディスカッションを行います。このセミ

ナーでは、数学が専門の教員が指導を行います。各自の専門力を基盤に数理的思考を加え、異分野を俯

瞰できる能力を身につけることを目指します。

D1 に開講する企業コンソーシアムでは、PBL（Problem-Based Learning）を行います。PBL は、自ら

課題を見つけ、それに対する答えを自ら導き出す、課題解決型の学習方法です。他のプログラム生、教

員等との積極的な議論を通して、解決すべき重要な問題をいち早く発見・設定・実行するスキル、ま

た、高度に論理的な思考能力を身につけ、それを表現するスキルを習得することを目指します。

D1 配当で開講するアウトリーチ演習では、ユニット独自に科学技術コミュニケーション活動に取り

組みます。具体的な実践活動だけではなく、計画から報告までをユニット独自に完遂します。ユニット

の自主的な運営を通じて、リーダーシップとフォロワーシップの獲得を目指します。

 詳しくは、「フロンティア数理物質科学」、「企業コンソーシアム」、「アウトリーチ演習」の項目を参

照してください。

5－4．国内研修支援(*) 
(*)全体の予算が減額になった場合には、支援額が減額される場合があります。 
・短期国内研修支援（選択）

産学官で活躍するリーダーへ導く事を目的に、国内の大学・公的研究機関や企業等でプログラム生

が本プログラム認定の短期研修（企業セミナーや一般公開キャラバンなどの本プログラムのイベント、

他大学リーディングでの企画、大学・公的研究機関や企業での企画等。国内学会は除く。）に参加する

ことを支援します。支援の範囲はイベント等出席に要する旅費（交通費・宿泊費）とし、1 件 6 万円を

上限とします。研修時期及び期間は当該年度の 4 月から翌年 3 月の間で、原則として 1 週間以内とし

ます。企業セミナーなどの選択イベントでの使用で１ポイントになります。

・長期国内研修支援（選択）

産学官で活躍するリーダーへ導くことを目的に、国内の大学・公的研究機関や企業等で長期研修（他

大学・公的研究機関や企業等での研究活動等）を行うことを支援します。支援の範囲は出張に要する旅

費と宿泊費（1 ヶ月当たり 6 万円を上限）とします。但し、大学・企業等から旅費および滞在費等の支

給がある場合は減額します。期間は、原則として 8 日以上 12 ヶ月以内とします（公募制、R4 年度募集

時期未定）。

5－5．英語講座・英語論文校正支援・ビジネスマナー講習(*) 
(*)全体の予算が減額になった場合には、支援額が減額される場合があります。 

本プログラムは、上記のように産官学でグローバルに活躍できる物質科学分野のリーダーを育成す

ることを目的としています。プログラム修了時に海外の研究者・技術者と対等に議論できる英語力と

国際性を身につけることを支援するために、BrushUp 英語講座の開講および海外語学研修支援を行い

ます。本プログラムでは、すべてのプログラム生にプログラム修了時 TOEIC 800 点を獲得することを

目標にしてもらいます。
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・BrushUp 英語講座（自由参加、TOEIC 800 点以上で 1 ポイント）

BrushUp 英語講座は、プログラム生のスピーキングやリスニング，科学技術ライティングや英語での

プレゼンテーションスキルのアップを支援するものです（今年度の開講時期は未定）。国際的実践力の

基礎となる英語力向上に活用ください。本英語講座に出席し、報告書を提出することでポイント制の 1
ポイントが付与されます。また、TOEIC で 800 点以上を取得した場合、そのスコア提出によってポイ

ント制の 1 ポイントを付与します（プログラム生として採用時点で既に 800 点を取得している場合も

1 ポイント付与します）。

・英語論文校正支援（自由参加）

国際的実践力を養うためプログラム生が英文雑誌で論文発表することを支援します。

支援の範囲は、プログラム生が主体的に作成した英語論文の校正(翻訳ではない)費とし、1論文あたり

3万円を上限とします。国際学会の要旨や発表原稿、および学位論文の校正は支援外とします。 

同一論文に関しては 2 回までとします。

・ビジネスマナー講習会（選択）

コミュニケーション能力向上を目的に、産学官いずれの業界に進んでも自らの専門性を生かせる有

用な人材となるためビジネスマナーを習得します。何回参加してもかまいませんが、上限は 1 ポイン

トとします。

5－6．海外渡航支援・海外インターンシップ(*) 
(*)全体の予算が減額になった場合には、支援額が減額される場合があります。 
・海外渡航支援（選択）

自らの研究成果を発表するために、海外で開催される国際会議等へ参加することを支援します。支

援の範囲は会議出席に要する旅費（交通費・滞在費・査証代）とし、入場料・学会参加登録費は支給の

対象とはなりません。1 件当たり 30 万円を上限とします（年 2 回の公募制（4 月と 10 月の予定）。渡

航期間は往復移動日数を含め、原則として 10 日以内とします（年度内に限る）。 
・海外インターンシップ（企業インターンシップ・URA インターンシップとの選択必修）

グローバルに活躍するリーダーへ導くことを目的に、海外の大学等研究機関へのインターンシップ

を支援します。支援の範囲は交通費と滞在費（1件30万円を上限とします。）とします（滞在費の不足

が考えられる場合は要相談）。期間は、原則として1ヶ月から12ヶ月とします。 

5－7．海外ネットワーク形成支援・海外サマーキャンプ(*) 
(*)全体の予算が減額になった場合には、支援額が減額される場合があります。 
・海外ネットワーク形成支援（選択）

国際的な人的ネットワークを形成することを目的に、複数の海外の大学や研究所への視察旅行を支

援します。また、国際学会等に参加した後に海外大学等を訪問する場合も支援対象とします。ディスカ

ッションを通して海外の研究者と議論できる実力を養成するとともに、海外の優れた研究者とのネッ

トワークを形成することを目的とします。支援の範囲は出張に要する旅費（交通費・滞在費・査証代）

とし、1件当たり30万円を上限とします（年2回の公募制、R4年度募集時期未定）。渡航期間は往復移

動日数を含め、原則として2週間以内とします（年度内に限る）。

・海外サマーキャンプ（選択）
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 グローバルに活躍するリーダーへと導くことを目的に、プログラム生が自ら企画して、海外の大学・

研究機関で研究発表会ならび意見交換会等を行います。在籍中に必ず一度以上は企画段階から参加す

ることとします。本海外サマーキャンプは、海外渡航支援（5－6．海外渡航支援・海外インターンシッ

プ）を利用することが出来ます。

5－8．企業セミナー・企業インターンシップ(*) 
(*)全体の予算が減額になった場合には、支援額が減額される場合があります。 
・企業セミナー（選択）

企業で活躍するリーダーへ導く事を目的に、国内の企業との連携のもと、企業研究者・人事関係者と

の座談会、研究発表交流会、研究所・工場見学等を行います。早い段階から企業が求めるドクター像を

理解することで、今後の学習および研究に役立てます。本企業セミナーは大学および企業の両方で行

いますが、企業に出向く際は短期国内研修支援（5－4．国内研修支援）を利用することが出来ます（何

回参加してもかまいませんが、上限は 2 ポイントとします）。在籍中に 2 回以上の参加が推奨されます。 
・企業インターンシップ（海外インターンシップ・URA インターンシップとの選択必修）

企業で活躍するリーダーへ導く事を目的に、国内の企業との連携のもと、プログラム生をインター

ンシップ生として企業へ派遣することを支援します。支援の範囲は出張に要する旅費と宿泊費（1件当

たり8万円を上限）とします。但し、企業から旅費および滞在費等の支給がある場合は減額します（滞

在費の不足が考えられる場合は要相談）。期間は、原則として2週間から12ヶ月以内とします。

5－9．企業コンソーシアム 

自ら課題を見つけ、それに対する答えを自ら導きだす課題解決型の能力を習得するために「企業コ

ンソーシアム」を行います。ALP 必須科目である「キャリアマネジメント特別セミナー」と連動した

形で実施します。ここでは、異分野を専門とするプログラム生 5 名をユニット（教育研究ユニット）と

する少人数の課題解決型教育（PBL）を行います。社会や産業界のかかえる問題や課題に対して、互い

の専門分野から意見を出し合い、徹底した議論より新たな価値を創造する提案をグループ全体で導き

出していくプロセスを体得します。博士後期課程 1 年次 2 学期に、産学連携委員を交えてのディスカ

ッションを行いながら、教育研究ユニット単位での 3～4 回のミーティングを通して研究提案として企

画書をまとめ、プレゼンテーションを行います。

5－10．URA インターンシップ（海外インターンシップ・企業インターンシップとの選択必修） 

URA (University Research Administrator)とは、大学において研究者および事務職員とともに、研

究資源の導入促進、研究活動の企画・マネジメント、研究成果の活用促進を行って、研究者の研究活動

の活性化や研究開発マネジメントの強化を支える業務に従事する専門職のことです。本学においても、

URA Stationに所属する高度な専門知識を持つ URAが、学内外の組織と連携しながら、研究を中心とし

た大学経営戦略の立案、外部資金の獲得支援や大型研究プロジェクトの企画・推進、研究推進・支援体

制の整備を含む研究を発展させる環境づくり、自治体や学外機関との連携や、北海道大学ブランドの

形成に至るまで、研究力をはじめとした北海道大学の総合力の強化に向けた幅広い活動を行っていま

す。プログラム生をインターンシップ生として URA Station へ派遣することを支援します。期間は、
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原則として 2週間から 12ヶ月以内とします。 

5－11．Ambitious 物質科学セミナー（自由参加）

Ambitious 物質科学セミナー（講演会）は、化学、物質工学および生命科学に関する高度な専門性に

加えて、広い視野、高い倫理性や科学技術コミュニケーション能力といった、産官学において物質科学

領域の新たな分野の創出に先導的な役割を果たすことができる人材としての素養を身につけることを

目的として開催するセミナーです。本プログラム対象専攻を担当する教員もしくは本プログラムの学

内プログラム担当者を代表世話人とするセミナーのほか、平成28年度からはプログラム生がセミナー

を企画できる制度を設けます。

5－12．Ambitious 研究倫理セミナー（必修）

本プログラムでは倫理性が高いグローバルリーダーに成長してもらいたいと考えています。近年話

題となっている研究倫理と発表倫理について理解を深め、さらに技術倫理を学ぶため、ALP採用式の中

でウェルカムセミナーを実施します。また、ウェルカムセミナー後の早い段階で、本学で開発された教

育コンテンツを利用した「専門職倫理ワークショップ」に参加し、専門職倫理への理解を深めます。さ

らに、現代的な課題を取り扱う特別プログラムに参加します。この3ステップで科学技術の倫理を考え

る力を養います。

5－13．学内研修（選択） 

博士論文研究に関連した研究や数理連携研究、あるいはQE1やQE2の研究提案のため、学内研究室に

て新しい専門知識や技術の習得を目的とした学内研修を支援します。プログラム生は、2週間～2ヶ月

程度の期間、学内の研究室に移籍し、教育・研究の指導を受けます。移籍先研究室は学内に限るものと

し、研究分野や研究内容は問いません。異分野ラボビジットで訪問した研究室と同じでもかまいませ

ん。QE1の為に使用の場合、選択イベントとはならず、ポイントは加算されません。

5－14．独創的研究活動支援・謝辞について 

・独創的研究活動支援について

本プログラムでは、本プログラム生が代表者となり展開する自由で独創的あるいは野心的な研究活

動に対して研究費を支給し、その研究の推進を支援いたします。今年度の予算は1件あたり最大30万円

で、少額備品、消耗品の購入、成果発表等の旅費、学会参加費などに使用可能です。

・謝辞について

本プログラムの支援（独創的研究活動支援、異分野ラボビジット、学内研修等）を受けた研究成果を

学術論文として投稿する場合は物質科学リーディングプログラムの支援を受けたことを明記してくだ

さい。 

謝辞の例 

■One of the authors was supported by Hokkaido University through Program for Leading Graduate Schools
(Hokkaido University "Ambitious Leader’s Program").
■The present work (research) was supported (in part) by Hokkaido University through Program for Leading
Graduate Schools (Hokkaido University "Ambitious Leader’s Program").
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各種申込に関するダウンロードサイト 

https://phdiscover.jp/hu/alp/documents
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6．Qualifying Examination 

本プログラム生は、グローバルに活躍するリーダーとなる能力の段階的な習得を示すため、所属す

る各学院の博士前期（修士）課程および博士後期課程修了要件とは別に、2 段階の Qualifying Examination
において審査を受け、合格しなければなりません。また、プログラムの活動（認定単位・取得ポイント）

の状況と活動を通じて獲得した「５つの力」（圧倒的専門力・俯瞰力・フロンティア開拓力・国際的実

践力・内省的知力）に関する自己評価を行います。

6－1．Qualifying Examination 1 (QE1)

博士前期（修士）課程 2 年次の夏秋タームに実施されます。QE1 では、未知の分野や数理連携の研

究での調査能力と提案能力について審査します。

 異分野ラボビジット等で修得した専門分野以外の内容を取り入れた異分野横断的な研究、あるいは

数理連携の研究についての現状分析・問題提起および研究提案を行い、それに対して口頭試問により

審査されます。

「５つの力」の自己評価を行い、認定単位・取得ポイントの履修状況を確認します。

6－2．Qualifying Examination 2 (QE2)

博士後期課程 2 年次の冬タームに実施されます。博士論文の研究とともに、キャリアパスの形成を

見据え、独自の研究プロジェクトの提案と実施、国内外の他機関との共同研究を通じて国際レベルで

通用する実践力を養成する必要があります。ALP の活動である、異分野ラボビジット、QE1、教育研究

ユニットにおける議論、海外・企業インターンシップ、企業コンソーシアム、Ambitious 物質科学セミ

ナーなどを元に、主たる専門とは異なる分野の研究の考え方や視点を融合し、独創的な研究を提案し

ます。（１）独立した研究ラボの運営、（２）海外共同研究、（３）企業共同研究、（４）分野融合型の先

端共同研究のいずれか一つを選択し、独自の発想で研究の提案を行います。また、博士論文研究の進捗

状況についての発表とプログラムの活動（単位・ポイント）を通じて獲得した「５つの力」に関する自

己評価を行い、単位およびポイント取得状況も併せて考慮され審査されます（圧倒的専門力について

は最終審査会でも審査されます。）。
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7．申請・報告管理システム 

7－1．申請・報告管理システム(Application/report submission management system)とは 

申請・報告管理システムは、ALP イベントに参加する際に必要な申請書と報告書の提出手続きを、

オンラインでサポートするシステムです。申請・報告管理システムでは、各種のイベントや支援計画の

一つひとつの案件を「ミッション」と呼称しています。

7－2．申請・報告管理システムでできること 

 申請書・報告書様式のダウンロード

 記入した申請書・報告書の提出

 指導教員・事務局の承認・差し戻し

 自身のミッション参加履歴、獲得ポイントの確認

7－3．アクセスとログイン 

申請・報告管理システムは、PC 機器などからインターネット環境を通じて利用できます。Web ブラ

ウザを用いて以下の URL へアクセスしてください。

https://lp-missions.sci.hokudai.ac.jp/ 

正常に申請・報告管理システムにアクセスできると、以下のログイン画面が表示されます。

ELMS ポータルの「ログイン ID」を入力欄 (①・②) に入力し、ログインを行ってください。パスワ

ードは、各自変更が可能です。セキュリティ上、初期パスワードは変更することを推奨します。

※教員は別の ID とパスワードを支給します。
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7－4．申請から受領までの流れ 

プログラム生が提出した申請書（報告書も同様）は、指導教員によって承認されたあと、事務局員に

よって所定の手続きが行われて受領に至ります。

【審査不要ミッションの場合】 

指導教員の承認をもってそのまま申請書が受領（★1）され、ミッションへの参加が可能になります。 

【要審査ミッションの場合】 

指導教員の承認後、所定の審査員による審査が行われます。審査結果が良好な場合は申請書の受領

（★2）が行われ、プログラム生はミッションへの参加が可能となります。

一方、審査結果が不調で「差し戻し相当」と判断された場合は事務局を通して差し戻し処理が行われ

ます。プログラム生や指導教員にはその旨がメールにて通知されますので、適宜、申請書の再提出に向

けて準備を行ってください。

7－5．報告書の提出 

ミッションに参加したプログラム生には、報告書の提出が義務付けられています。

報告書の提出に関する操作は、申請書の提出とほぼ同じです。最終的に報告書が受領された時点でミ

ッションへの参加は完了したことになり、所定のポイントが付与されます。 

7－6．通知メール 

指導教員による差し戻しが発生した際の通知など、いくつかのタイミングでユーザにメールを送信

し、作業漏れや遅延を防ぐ工夫をしています。申請・報告管理システムから通知メールを受け取ったプ

ログラム生は、できるだけ滞りなく申請・報告管理システムにアクセスし、自身の提出した申請書や報

告書の状況を把握するようにしてください。
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8．補足事項 

・ 経済的支援内容

プログラム生には、月 15 万円～20 万円程度の奨励金（課税対象、用確定申告）を支給します。

但し、他の奨学金等の給付を受けている場合または新たに受給する場合には減額支給する場合もあ

ります。必要に応じて、国際学会参加費および旅費、国内および海外インターンシップに関する旅

費および滞在費、授業参加に必要な費用などを支援する予定です。学業成績と報告会での口頭試問

等の結果により、支援を打ち切る場合もあります。7~9 期生については、奨励金の額は未定であり、

社会経済の状況その他の事情により支給されない場合があります。

プログラム生は「北海道大学 DX 博士人材フェローシップ」（博士課程 3 年間の間に生活支援金

月額 15 万円、基本研究費 40 万円、追加研究費等支給）に優先的に採用（書面審査時に加点）され

ます。

・ 日本学術振興会特別研究員に採択された場合

プログラム生が、日本学術振興会特別研究員（DC1, DC2）に申請して採択された場合には、ALP 
からの奨励金は受給できませんが、プログラム生としての活動は継続します。したがって、国際学

会参加費および旅費、国内および海外インターンシップに関する旅費および滞在費や英語研修など

の費用の支援を受けることができます。

・ メンター制度

プログラム生には、学年ごとにメンターの役割を果たす担任として担当教員 2 名を配置し、面談

等を行います。また、プログラム内容についての質問や相談については、各学年の担当教員だけで

はなく、どのメンター教員でも対応しますので、状況に合わせて連絡等してください。

採用年度 学年 メンター担当

2018 年度 第 5 期生 准教授 大津 珠子 准教授 磯野 拓也 

2019 年度 第 6 期生 助教 勝山 彬 助教 小島 正寛 

2020 年度 第 7 期生 准教授 三浦 章 教授 尾瀬 農之 

2021 年度 第 8 期生 准教授 中冨 晶子 

2022 年度 第 9 期生 
アンビシャス特別助教

堤 拓朗 

アンビシャス特別助教

島尻 拓哉 

准教授 大津 珠子（主に第 5 期生メンター担当） 
専門は科学技術コミュニケーション、グラフィックデザインなど。最近は“手段としてのデザイ

ン”と“目的としてのデザイン”を行ったり来たりしています。理学研究院のページをご覧くださ

い。〈https://www2.sci.hokudai.ac.jp/faculty/researcher/shuko-ohtsu〉ALP では「科学技術コミュニケー

ション科目」全般を担当しています。出身は岩手県盛岡市。テニス、茶道、囲碁、スキー、ボード、

マリンスポーツ、料理など多趣味が自慢ですが、飽きっぽい面があります。つい最近、ジョギング

を始めました！よろしくお願いします。
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准教授 磯野 拓也（主に第 5 期生メンター担当） 
5 期生メンターを担当します工学研究院の磯野です。リーディングプログラムでは学生支援委員

会と産学連携委員会に所属しています。専門は高分子化学で、高分子の合成から放射光を使った高

分子構造解析など幅広く研究しています。リーディングプログラムに関係あることでもないことで

も、気軽に相談してください。

助教 勝山 彬（主に第 6 期生メンター担当） 
6 期生メンターの勝山です。出身は神奈川県相模原市で、ALP1 期生として活動した後、薬学部

の創薬科学研究教育センター有機合成医薬学部門にて研究を行っています。

専門は有機合成化学・創薬化学です。本プログラムの経験を踏まえて皆さんをサポートしたいと

思うので、何でも相談に来てください。よろしくお願いします。

助教 小島 正寛（主に第 6 期生メンター担当） 
薬学研究院の小島正寛です。横浜市出身で、有機合成化学が専門です。私は他のリーディング大

学院（GPLLI）の修了生で、在籍中に短期留学や学外ワークショップ参加など、大変実り多い体験

に恵まれました。自身の経験も活かしつつ、ALP の皆様のお役に立てればと考えています。よろし

くお願いします。

准教授 三浦 章（主に第 7 期生メンター担当） 
7 期生メンターの三浦です。リーディングプログラムでは、広報専門委員会、QE 委員会および

教務専門委員会に所属しています。ホームページの記事などの依頼を行うこともあると思います

のでご協力お願いいたします。工学部の無機合成化学研究室に所属しており、データーサイエンス

を取り入れた新規無機物質の合成に取り組んでいます。どうぞよろしくお願いいたします。

教授 尾瀬 農之（主に第 7 期生メンター担当） 
高分子機能学・先端生命科学研究院の尾瀬です。蛋白質を様々な角度から研究しています。がん

化や免疫に関わっている細胞の中での働き、複雑な化合物を生合成する酵素反応や、蛋白質中で生

じる量子現象などを研究しています。研究者の卵の皆さんが日々発見をしていく様子や、それを知

らせてくれるのを楽しみにしています。

准教授 中冨 晶子（主に第 8 期生メンター担当） 
理学研究院教育研究戦略室所属、理・本館 N220A（内線 4994）あるいは理学 ALP ミーティング

室（内線 4491）にいます。東京生まれ。北大理化出身（専門は生物化学）。キャリアマネジメント

特別セミナー、企業コンソーシアム、ファシリテーション講習等を担当しています。「リーディン

グプログラムを使ってこんなことをしてみたい」という希望があれば、どんどん相談してください。

一緒に方法を考えましょう。

アンビシャス特別助教 堤 拓朗（主に第 9 期生メンター担当）

理学研究院化学部門・量子化学研究室の堤です。理学部 7 号館 7-5-12 号室にいます。化学科です

が実験は一切せず、計算科学やコンピュータシミュレーションなどを専門にしています。ALP 3 期

生でした。これまでの経験を活かして、ALP 生の皆様のサポートをしたいと思っています。困った
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こと、気になることがあれば何でも相談してください。研究に関する雑談もウェルカムです。よろ

しくお願いします。

アンビシャス特別助教 島尻 拓哉（主に第 9 期生メンター担当）

第 9 期生メンターを担当します、理学研究院 有機化学第一研究室の島尻拓哉です。4 期生とし

て ALP を修了しました。現在は、機能性有機材料の創出や、特異な分子構造の構築を目指して、

有機合成と物性調査を行っています。ALP での経験を生かして、皆さんをしっかりとサポートでき

ればと思います。よろしくお願いします。

・ 早期修了について

ALP プログラム生は博士前期（修士）課程の早期修了制度を利用できないものとします。 
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9．ALP 規程関係資料 

北海道大学大学院「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」規程 

（平成 26 年 4 月 1 日 海大達第 67 号） 

1．制定の理由

平成26年度から，本学大学院において，文部科学省が所管する博士課程教育リーディングプ

ログラムにより採択された学位プログラム「物質科学フロンティアを開拓するAmbitiousリーダ

ー育成プログラム」（以下「本プログラム」という。）を実施することに伴い，本プログラムの

教育課程の編成及び修了要件等について所要の定めを行うものである。

2．主な制定内容 
ア．本プログラムの目的について規定すること。（第2条関係）

イ．本プログラムの編成について規定すること。（第3条関係）

ウ．本プログラムの受入れ対象者について規定すること。（第4条関係）

エ．本プログラムに，本プログラムの重要事項を審議するため，運営委員会を置くこと。

（第8条関係）

オ．本プログラムが開講する授業科目及び単位について規定すること。

（第12条及び別表関係）

カ．本プログラムの修了要件について規定すること。（第18条関係）

キ．本プログラムを修了した者に授与する学位記について規定すること。（第19条関係）

3．制定日及び施行日 
平成26年4月1日 

 （趣旨）

第 1条  この規程は，北海道大学大学院通則(昭和 29 年海大達第 3 号)第 21 条の 3 第 2 項の規定に基

づき，北海道大学大学院物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム（以下

「本プログラム」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（目的）

第 2 条 本プログラムは，化学，物質工学及び生命科学に関する高度な教育研究に加えて，数理科学

等に関する教育研究を行うことにより，物質科学に関する高度な専門的能力及び国際的な課題を解

決する能力並びに幅広い視野を養い，物質科学領域において先導的な役割を果たすことができる人

材の育成を目的とする。

（プログラムの編成）

第 3条 本プログラムは，第 11 条第 2 項に規定する履修生が在籍する学院の教育課程及び本プログラ

ムが開講する授業科目（以下「リーディングプログラム科目」という。）により体系的に編成し，修

士課程から博士後期課程まで一貫した教育を実施するものとする。

 （受入れ対象者）

第 4 条 本プログラムを履修することができる者は，北海道大学大学院の次に掲げる学院に置かれる
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専攻の修士課程に在籍する者のうち，学業優秀と認められる者とする。

  環境科学院環境物質科学専攻

  理学院数学専攻

  生命科学院生命科学専攻、ソフトマター専攻

  工学院量子理工学専攻

  総合化学院総合化学専攻

（受入れの時期）

第 5条 本プログラムの受入れの時期は，修士課程第 1 年次の 10 月とする。ただし，本プログラムの

履修に支障がないと認められる場合には，修士課程第 2 年次の 10 月に受け入れることができるもの

とする。

2 前項の規定にかかわらず，外国人留学生の受入れの時期は，修士課程第 1 年次の 4 月とすること

ができる。

（標準履修年限）

第 6条 本プログラムの標準履修年限は，4 年 6 月とする。

2 前項の規定にかかわらず，修士課程第 2 年次の 10 月から受け入れる者に係る標準履修年限は，3 年

6 月とする。 
（受入れ人数）

第 7条 本プログラムの受入れ人数は，各年度 20 名程度とする。 
（運営委員会）

第 8条 本プログラムに，本プログラムの実施に関する重要事項を審議するため，運営委員会を置く。

2 運営委員会の組織及び運営については，別に定める。 
 （出願手続）

第 9 条 本プログラムの履修を希望する者は，所定の期日までに，別に定める手続きにより運営委員

会の委員長（以下「委員長」という。）に願い出なければならない。

（受入れ者の選抜）

第 10条 委員長は，前条の願い出があった者に対して，選抜試験を実施する。

2 前項の選抜試験の実施に関し必要な事項は，別に定める。 
（受入れ許可）

第 11条 本プログラムの受入れは，前条第 1 項に規定する選抜試験に合格した者について，運営委員

会の議を経て，委員長が許可する。

2 委員長は，前項の規定により受入れを許可したときは，受入れを許可した者（以下「履修生」と

いう。）が在籍する学院の長に通知するものとする。

（リーディングプログラム科目及び単位）

第 12条 リーディングプログラム科目及び当該科目の単位は，別表のとおりとする。

（単位数の計算の基準）

第 13 条 リーディングプログラム科目の単位数を定めるに当たっては，1 単位の授業科目を 45 時間

の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教

育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については，15 時間の授業をもって 1 単位とする。

(2) 実習については，30 時間の授業をもって 1 単位とする。

(3) 講義，演習又は実習の併用により行う場合については，前 2 号に規定する基準を考慮して委員長
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が定める時間の授業をもって 1 単位とする。 
 （履修方法）

第 14条 リーディングプログラム科目の履修方法の細目については，運営委員会の議を経て，委員長

が定める。

 （試験）

第 15条 リーディングプログラム科目の試験（次条において「科目試験」という。）は，当該授業科目

の終了後に行う。

（成績の評価）

第 16 条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の 5 種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 
2 前項の規定にかかわらず，リーディングプログラム科目によっては，秀，優，良，可及び不可の

評価によらずに，合格及び不合格の判定により評価することがある。

（QE） 
第 17条 履修生には，博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力を審査するQualifying 

Examination（以下「QE」という。）を課すものとする。 
2 前項に規定するＱＥは，次の表の左欄に掲げる QE の種類及び同表中欄に掲げる実施時期に応じ

て，それぞれ同表右欄に掲げる内容により行う。

QE の種類 QE の実施時期 QE の内容 

QE1 修士課程第 2年次の 1学期末 異分野を横断する研究提案に関する口頭試問

QE2 博士後期課程第 2年次の 2学期末
異分野を融合する独創的かつ高度な研究提案

に関する口頭試問

3 前項に規定する QE に不合格となった場合は，本プログラムの履修を継続することができない。 
4 前 3 項に規定するもののほか，QE の実施に関し必要な事項は，別に定める。 

（プログラムの修了要件）

第 18 条 本プログラムの修了要件は，次の各号のすべてを満たすこととする。

(1) リーディングプログラム科目を履修し，10 単位以上を修得すること。

(2) 本プログラムの別に定める最終試験に合格すること。

(3) 在籍する学院において博士課程の修了の認定を受けること。

（プログラム修了の認定）

第 19 条 本プログラムの修了は，修了要件を満たした者について，運営委員会の議を経て，委員長が

認定する。

2 委員長は，前項の規定により修了を認定したときは，履修生が在籍する学院の長に通知するもの

とする。

（学位記）

第 20 条 本プログラムを修了した者に授与する学位記には，本プログラムの名称を付記する。

（履修の停止）

第 21 条 履修生が休学した場合は，当該期間は本プログラムを履修することができない。

（履修の辞退）

第 22 条 履修生が履修を辞退する場合は，委員長に願い出て，許可を得なければならない。
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2 委員長は，前項の規定により履修の辞退を許可したときは，履修生が在籍する学院の長に通知す

るものとする。

（雑則）

第 23 条 この規程に定めるもののほか，本プログラムに関し必要な事項は別に定める。

附 則 

この規程は，平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
附 則 

この規程は，平成 30 年 10 月 1 日から施行する。 

別表（第 12 条関係） 

区 分 授  業  科  目 単位 備 考

必修科目 フロンティア数理物質科学Ⅰ

フロンティア数理物質科学Ⅱ

フロンティア数理物質科学Ⅲ

リーディングセルフプロモーション講義

アウトリーチ演習

キャリアマネジメント特別セミナー

科学技術政策特論

1 
1 
1 
2 
1 
1 
2 

選択必修科目 化学産業実学

創造的人材育成特別講義

1 
1 

1単位以上修得

すること。
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10．北海道大学博士課程教育リーディングプログラム奨励金要項・内規 

北海道大学博士課程教育リーディングプログラム奨励金要項 

令和２年４月１日

リーディングプログラム運営委員会決定

 （趣旨）

第 1 条 この要項は，博士課程教育リーディングプログラムにより採択された北海道大学（以下「本

学」という。）の学位プログラム（以下「学位プログラム」という。）に所属する博士課程の学生を

支援するために支給する奨励金（以下「奨励金」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（奨励金） 

第 2条  奨励金は，返済義務のない給付型の支援経費とする。

 （受給対象者の資格） 

第 3条  奨励金を受給することができる者は，次の各号に掲げる要件のいずれにも該当する者とする。 
(1) 博士課程に在籍し，学位プログラムに所属する学業成績等が優秀な者

(2) 1 年間継続して学位プログラムに所属することができる者

(3) 独立行政法人日本学術振興会特別研究員事業その他の給付型の支援経費（第 14条第 1 号におい

て「給付型支援経費」という。）を受給していない者

（重複受給の制限）

第 4条 次に掲げる経済的支援等（入学料及び授業料の免除は除く。）を受けている者は，奨励金を受

給することができない。

(1) 外国人留学生であって，日本政府（文部科学省）奨学金を受給している者

(2) 重複受給が制限されている奨学金等を受給している者

(3) その他第 1号から前号までに掲げる者に準ずる者

 （支給者数及び支給額） 

第 5条  奨励金の支給者数及び支給額は，学位プログラムごとに定める。ただし，支給額は，1人当た

り月額 20万円を超えることはできない。 

（申請及び選考） 

第 6 条 奨励金の給付を受けようとする者は，学位プログラムごとに定める申請書を，所属する学位

プログラムに提出しなければならない。

2 学位プログラムの選考委員会は，選考基準を踏まえて審査を行い，奨励金の受給候補者（以下「受

給候補者」という。）を選考するものとする。

3 前項の選考委員会の長は，選考を行ったときは，当該学位プログラムの運営委員会委員長（以下「運

営委員会委員長」という。）に受給候補者を推薦するものとする。

4 前各項に定めるもののほか，選考委員会の組織，選考方法及び選考基準その他受給候補者の選考に

関し必要な事項は，学位プログラムごとに別に定める。 

（受給者の決定）

第 7 条 運営委員会委員長は，前条第３項において推薦された受給候補者について，当該学位プログ

ラムの運営委員会の議を経て，奨励金の受給者（以下「受給者」という。）を決定する。
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 （支給期間） 

第 8 条 奨励金の支給期間は，当該会計年度内とする。ただし，標準修業年限内に限り，毎年度更新

することができる。 

2 前項ただし書の支給期間の更新に当たっては，学位プログラムごとに設置した審査委員会により，

更新の可否を決定するものとする。 

3 第 1 項ただし書の規定にかかわらず，社会経済の状況その他の事情の変化によっては，奨励金を

継続して支給できない場合がある。 

 （報告書の提出） 

第 9 条  受給者は，奨励金を受給した年度の終了後速やかに，学修及び研究の進捗状況並びに成果等

について，学位プログラムごとに定める報告書により，運営委員会委員長に報告しなければならな

い。

（奨励金支給の停止）

第 10 条 運営委員会委員長は，受給者が次の各号のいずれかに該当すると認めた場合には，奨励金の

支給を停止する。ただし，支給停止の事由が休学による場合には，学位プログラムごとに設置した審

査委員会において審査を行った上で，復学後に奨励金の支給を再開することができる。

(1) 休学したとき

(2) 退学又は修了したとき

(3) 学位プログラムに所属しなくなったとき

(4) 学業成績が著しく不良であると認められたとき

(5) 本学の規則に違反し，又はその本分に反する行為があったとき

(6) 奨励金の申請書に虚偽の記載があったとき

(7) 前条第 1項に規定する報告書の提出がないとき

(8) その他奨励金の受給者として相応しくないと認められたとき

（奨励金の返還）

第 11 条 運営委員会委員長は，前条第 4号から第 6号までに掲げる事由により，奨励金の支給を停止

した場合，又は奨励金の不適正な使用が認められた場合には，受給者に奨励金の一部又は全部を返

還させるものとする。

（競争的資金の受給）

第 12 条 受給者は，学位プログラムにおける研究目的を達成するために必要と認められる場合には，

競争的資金に応募し，これを受給して研究を行うことができる。

（旅費等の支給）

第 13 条 学位プログラムにおける教育研究目的を達成するために必要と認められる場合には，受給者

に対して奨励金とは別に，留学並びにインターンシップ等に係る旅費及び滞在費を支給することが

できるものとする。 

（実施体制の整備） 

第 14条 運営委員会委員長は，奨励金を適正に支給するために必要な体制を整備し，次に掲げる書類

の作成及び保存等を行うものとする。 

(1) 受給者が 1 年間当該学位プログラムに所属していること，及び他の給付型支援経費を受給して

いないことを証明できる書類 

(2) 受給者が当該学位プログラムの教育研究への参加及び専念を宣誓した書類

(3) 受給者に奨励金を支給したことが証明できる書類
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 （雑則） 

第 15条  この要項に定めるもののほか，奨励金の支給に関し必要な事項は，別に定める。 

 附  則 

この要項は，令和２年４月１日から実施する。 
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物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム 

奨励金の支給に関する取扱い内規 

平成 26 年 9 月 17 日 
リーディングプログラム運営委員会 

（趣旨）

第 1条 物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム（以下「プログラム」と

いう。）において支給する奨励金の取扱いについては，北海道大学博士課程教育リーディングプログ

ラム奨励金要項（令和２年４月１日リーディングプログラム運営委員会決定。第 8 条第 1 項におい

て「要項」という。）に定めるもののほか，この内規の定めるところによる。 

 （目的） 

第 2 条 奨励金は，プログラムに選抜された優秀な学生を支援し，プログラムの趣旨に沿った教育研

究に専念させることにより，物質科学領域において先導的な役割を果たすことができるグローバル

リーダーを育成することを目的とする。

 （支給者数）

第 3条 奨励金の支給者数の上限は，1 学年につき 20 名とする。 
2  前項に規定する支給者数のうち，プログラムの外国人特別選抜により入学した者の数の上限は，1

学年につき 4 名とする。

3  前項の規定にかかわらず，奨励金の支給者数の上限は，社会経済の状況その他の事情により変動す

ることがある。

 （支給額）

第 4条 奨励金の支給額は，月額 15 万円とする。ただし，奨励金の受給者が Qualifying Examination 1
に合格した場合の支給額は，合格通知日の属する月の翌月から，月額 20 万円とする。 

2 前項の規定にかかわらず，奨励金の支給額は，社会経済の状況その他の事情により変動することが

ある。

 （選考）

第 5条 奨励金の受給候補者（次項において「受給候補者」という。）の選考は，申請書類及び面接試

験の成績に基づき，リーディングプログラム選抜専門委員会が選考を行うものとする。

2 前項の規定にかかわらず，奨励金の受給者（以下「受給者」という。）の人数が第 3 条第 1 項に定

める人数に満たない場合には，受給候補者の追加選考を行うことがある。この場合における選考は，

前項に定める評価方法に準じて行うものとする。

（支給期間）

第 6 条 奨励金の支給期間は，当該会計年度内とする。ただし，次条に規定する支給継続審査により

奨励金を継続して支給することが認められた者に対しては，標準修業年限内に限り継続して支給す

ることができるものとする。

（支給継続審査）

第 7 条 受給者から奨励金の支給の継続に係る申請があったときは，リーディングプログラム運営委

員会は，奨励金の支給期間における当該受給者の学修及び研究の進捗状況並びに学業成績に基づく

総合的な審査を行い，審査結果を次の各号に掲げる区分により受給者に通知する。

(1) 継続 奨励金の支給を継続する。
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(2) 指導 奨励金の支給を継続するが，学業成績等の向上に努力するよう指導する。

(3) 停止 奨励金の支給を停止する。

（受給者の責務）

第 8条 受給者は，リーディングプログラム運営委員会に，3 箇月毎に学修及び研究の進捗状況報告書

を提出し，会計年度末に要項第 9 条第 1 項に規定する報告書を提出しなければならない。 
2 受給者は，プログラムの教育研究活動に専念するとともに，プログラムに関連する行事等へ参加し

なければならない。

 （雑則）

第 9 条 この内規に定めるもののほか，プログラムにおいて支給する奨励金の取扱いに関し必要な事

項は別に定める。 

附  則 

この内規は，平成 26年 10月 1日から実施する。 

附  則（令和２年４月１日） 

この内規は，令和２年４月１日から実施する。 
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11．奨励金受給者のガイドライン 

1．奨励金支給の目的

博士課程教育リーディングプログラム「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育

成プログラム」（平成 25 年度採択）の趣旨に則り、本プログラムに選抜された優秀な学生が、高い

倫理性と俯瞰力をもち、リスクを恐れず物質科学フロンティアを開拓するグローバルリーダーとし

て活躍する人材となるために、経済的な負担と不安を軽減し、大学院学生が学業に専念できるよう

奨励金を支給するものです。この理念を肝に銘じ、奨励金受給者として相応しい態度で学業に専念

しなければなりません。

2．支給期間 
 原則会計年度単位とします。会計年度末毎の支給継続審査の結果、継続して受給資格有りと認め

られた場合、最長で標準修業年限内支給を受けることが可能です。

3．支給額および支給方法 
受給者の銀行口座に振り込みます。支給額は別途お知らせします。

4．受給者の責務 
4-1）リーディングプログラムに関連する行事ならびに教育研究活動などへの参加協力

 奨励金受給者はリーディングプログラムが主催あるいは関連する行事ならびに教育研究活

動などへの参加協力の責務があります。

4-2）学修及び研究の進捗状況報告書の提出
奨励金の受給開始後、6 月、9 月、12 月、3 月末に「学修及び研究の進捗状況報告書（別途

様式）」を、リーディングプログラム事務局に提出すること。

4-3）支給継続審査
翌年度も受給を希望する場合、会計年度末毎に「支給継続審査申請書（別途様式）」と「研

究活動調書（別途様式）」をリーディングプログラム事務局に提出して支給継続審査を受ける

こと。申請書の提出時期等については、リーディングプログラム事務局から連絡します。

5．重複支給等の制限 
 学術振興会特別研究員、日本政府文部科学省による国費外国人留学生、海外政府機関等が支出す

る留学生向けの奨学金のうち他の奨学金等の重複受給が制限されている奨学金の受給者などは本

奨励金を受給することができません。民間団体・自治体等のフェローシップや奨学金等を受給して

いる方は、本事業に専念することを妨げないものであり、その受給額がプログラムで定められた奨

励金上限額を超えない場合に限り受給が認められます。必ず事務局までご連絡ください。また、ア

ルバイト（TA、RA、TF 含む）を行う場合は、必ず事務局までご連絡ください。

6．支給の停止 
 受給者の責務を怠った場合、奨励金の支給を停止することがあります。また、支給継続審査によ

り修学状況および成績等に問題があると認められた場合、奨励金の支給を停止することがあります。

さらに、本奨励金支給開始後に、「5．重複支給等の制限」に該当する事項が発生した場合は、奨励

金の支給を停止します。上記の場合、速やかに「受給辞退届（別途様式）」をリーディングプログラ

ム事務局に提出してください。

7．返済および返還 
 本奨励金は給付型につき返済の義務はありません。ただし、奨励金支給期間中に社会規範を著し

く逸脱する行為等を行った場合には、受給資格不適格と判断し奨励金の返還を求める場合がありま

す。

8．その他 
 本奨励金は、経済的な負担と不安なく大学院学生が学業に専念できるための支援ですが、受給に

甘んじることなく、支給開始後も、より高いレベルを目指して学業に励み、学術振興会特別研究員
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あるいはこれに類似する制度に採用されるよう、継続してこれらの制度に応募することを求めます。 

9．受給希望時（1 年次）に必要な事務手続き 
以下の書類を「リーディングプログラム事務局」まで提出してください。

1）受給資格審査申請書（別途様式）

2）研究活動調書（別途様式）

3）誓約書（別途様式）

4）債主登録データシート

5）学生証のコピー

6）留学生のみ、在留カード (Residence card) のコピー

10．受給期間中に必要な事務手続き 
以下の書類を「リーディングプログラム事務局」まで提出してください。

1）学修及び研究の進捗状況報告書

奨励金の受給開始後、6 月、9 月、12 月、3 月末に学修及び研究の進捗状況報告書をリーディ

ングプログラム事務局に提出すること。

2）支給継続審査申請書と研究活動調書（希望者のみ）

翌年度も受給を希望する場合、会計年度末毎に「支給継続審査申請書（別途様式）」と「研究

活動調書（別途様式）」をリーディングプログラム事務局に提出して支給継続審査を受けること。

申請書の提出時期等については、リーディングプログラム事務局から連絡します。

11．その他（所得税・住民税・社会保険等について） 
1）奨励金は「雑所得」として取り扱われ源泉徴収は行われないため、受給者は自身で確定申告の

手続きを行わなければならない。

2）奨励金は「雑所得」として課税対象となるため、受給者は家族の税法上の扶養親族から外れた

うえで、個人で国民健康保険・国民年金へ加入すること。ただし、収入の合計額が税法上の扶

養親族の範囲内の場合は、この限りではない。

3）国民年金の学生納付特例制度は所得額によって適用除外となるので注意すること。

（参考：日本年金機構 https://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/menjo/20150514.html）
4）留学生の場合は、租税条約の締結の有無により取扱が変わるため、注意すること。

5）国民健康保険・国民年金・住民税について不明な点や各種手続きについては、居住する市区町

村へ問い合わせること。所得税に関しては管轄の税務署へ問い合わせること。

（参考）

札幌市 国民健康保険についての問い合わせ先

https://www.city.sapporo.jp/hoken-iryo/kokuho/toiawasesaki.html 
札幌市 国民年金についての問い合わせ先

https://www.city.sapporo.jp/hoken-iryo/nenkin/soudan.html 
全国の税務署所在地・問い合わせ先

https://www.nta.go.jp/about/organization/index.htm 

令和４年４月１日

北海道大学 博士課程教育リーディングプログラム

「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」 

[本件に関する問い合わせ先] 
北海道大学 リーディングプログラム事務局
北海道大学大学院理学研究院化学部門内（理学部 7 号館 1-06 室） 
TEL: 011-706-3359, FAX: 011-706-3603, E-mail: leading@sci.hokudai.ac.jp 
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北海道大学 博士課程教育リーディングプログラム 
「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」

Hokkaido University Ambitious Leader’s Program for 
Fostering Future Leaders to Open New Frontiers in Materials Science 

奨励金：受給資格審査申請書 

Stipends: Application for Review of Qualifications to Receive Stipends 

奨励金の受給を希望するので、受給資格審査を申し込みます。

I hereby request a review of my qualifications to receive stipends. 
申請者氏名

Applicant Name 

所属学院・専攻

Graduate School/Major 

奨励金受給予定日まで

の期間の修学状況、研

究の進捗状況等を詳細

に記載すること（必要

に応じて欄を広げて記

載すること）

Detail the status of studies 
and research during the 

period you would receive 
stipends (you may use 

additional space as 
required) 

受領中もしくは受領予

定の奨学金、助成金

Names of any 
scholarships or grants you 
are, or plan on receiving 

〔奨学金、助成金等名称〕

Names of any scholarships or grants 

（外国人留学生のみ）

右の制度等に該当する

ものがあれば記入

(International students 
only) Please confirm if 

any of the following apply 

□国費外国人留学生

International student receiving Japanese government funding____________
□政府派遣外国人留学生   国名

International student seconded by government (home country:___________)
□外国人留学生プログラム等  プログラム名

International student program (program name:_________________)

申請者署名

Applicant signature 

西暦    年  月  日

Date: 

奨励金受給者 署名：  印

Stipend recipient signature:   Seal:   

リーディングプログラム事務局に提出すること。

Submit this form to the Leading Program Administrative Office. 
締切：202X 年 X 月 X 日 

Deadline: March XX, 202X 
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北海道大学 博士課程教育リーディングプログラム 
「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」 
Hokkaido University Ambitious Leader’s Program for 
Fostering Future Leaders to Open New Frontiers in Materials Science 

奨励金：支給継続審査申請書 

Stipends: Application for Continuing Disbursement Review 

次期（西暦 XX 年 X 月〜西暦 XX 年 X 月）の奨励金の受給を希望するので、支給継続審査を申し込みます。 
To receive stipends in the next term (from _________ to ________), I hereby request a continuing disbursement review. 

申請者氏名

Applicant Name 

所属学院・専攻

Graduate School/Major 

奨励金受給期間の修学

状況、研究の進捗状況

等を詳細に記載するこ

と（必要に応じて欄を

広げて記載すること）

Detail the status of 
studies and research 

during the period you 
would receive stipends 
(you may use additional 

space as required) 

リーディングプログラム事務局に提出すること。

Submit this form to the Leading Program Administrative Office. 
締切：202X 年 3 月 X 日 

Deadline: March XX, 202X 
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北海道大学 博士課程教育リーディングプログラム 
「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」 
Hokkaido University Ambitious Leader’s Program for 
Fostering Future Leaders to Open New Frontiers in Materials Science 

奨励金：学修及び研究の進捗状況報告書 

Stipends: Status Report on Studies and Research 

西暦○○年○月~ ○月の学修及び研究の進捗状況を以下の通り報告致します 
I hereby report on the status of my studies and research from __________ to _________ as follows. 
奨励金受給者氏名

Applicant Name 

所属学院・専攻

Graduate School/Major 

提出年月日

Date of submission 

西暦○○年○月○○日

当該月の修学状況

Status of studies 

during the month(s) 

in question 

講義、実習、リーディングプログラム主催セミナー等の出席状況

Attendance at lectures, training, Leading Program-sponsored seminars, etc. 

研究の進捗状況、結果

Status of research and outcomes 

その他

Other 

奨励金受領確認欄

Confirmation of 

stipend receipt 

□ 受領しました

Received 

□ 受領していません

Not received 

リーディングプログラム事務局に提出すること。

Submit this form to the Leading Program Administrative Office.
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北海道大学 博士課程教育リーディングプログラム 
「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」 
Hokkaido University Ambitious Leader’s Program for 
Fostering Future Leaders to Open New Frontiers in Materials Science 

奨励金：研究活動調書 

Stipends: Memo on Research Activities 

申請者氏名：

Name of Applicant: 
所属学院・専攻：

Graduate School and Major: 
当該期間内（受給前の場合は受給予定日までの期間，受給中の場合は更新前の 1年間）の成果等について記入すること 
Describe your accomplishments during the period in question (if you have not yet received stipends, describe accomp
lishments in the period you are planning on receiving stipends; if you are currently receiving stipends, for the one y
ear period prior to renewal). 

1．原著論文および著書：全著者名，題目，雑誌名・巻号・ページ・発行年

1．Original theses and authors: names of authors, titles, publications, editions, pages, and years published 

2．学会発表（筆頭演者に○を付ける）：全著者名，題目，発表学会名・開催日時・場所 
国際学会記載例：○K. Hokkai, Y. Aoba, “Defect thermodynamics of high valence state CrV compounds, 
Ca5(CrO4)3O0.5”, 19th International Conference on Solid State Ionics, June 2-7, Kyoto International 
Conference Center, Kyoto (2014)  （提出時には削除してください） 
国内学会記載例：○呉冠文,辻悦司,青木芳尚,幅崎浩樹，「電気化学的手法によるステンレス鋼表面の階

層構造化」，2013 年電気化学秋季大会，9 月 27－ 28 日，東京工業大学，東京（2013）（提出時には

削除してください）

2．Presentations at academic conferences (circle the name of the primary presenter): all authors, titles, name and date 
of conference, location 

International conference example: O K. Hokkai, Y. Aoba, “Defect thermodynamics of high valence state CrV 

compounds, Ca5(Cr04)3O0.5,” 19th International Conference on Solid State Ionics, June 2-7, Kyoto 

International Conference Center, Kyoto (2014) (remove this example when submitting the memo) 

Domestic conference example: O G. Wu, E. Tsuji, Y. Aoki, H. Habasaki, “Hierarchical structures on stainless 
steel surfaces through electrochemical methods,” 2013 Electrochemistry Fall Conference, September 27-28, 
Tokyo Institute of Technology, Tokyo (2013) (remove this example when submitting the memo) 

3．学会賞など：受賞者名，受賞の名称，受賞タイトル，授与団体，受賞日 
日本化学会奨励賞，酸化物イオン伝導の数理科学的解析，日本化学会，平成 26 年 3 月 29 日（提出時

には削除してください）

3．Conference awards, etc.: names of award winners, names of awards, award titles, presenting organizations, date 
of award 

Japan Chemistry Association Honorable Mention, Mathematical analysis of oxidized ion transmission, Japan 

Chemistry Association, March 29, 2014 (remove this example when submitting the memo) 

4．その他（特筆すべき事項があれば記載してください）

4．Other (describe any other activities that you feel are important to add here.) 

必要に応じて欄を広げてください。Add more writing space as necessary. 
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北海道大学 博士課程教育リーディングプログラム 
「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious リーダー育成プログラム」 
Hokkaido University Ambitious Leader’s Program for 
Fostering Future Leaders to Open New Frontiers in Materials Science 

奨励金：受給辞退届 

Stipends: Decline of Stipends 

西暦 XX 年 X 月 X 日以降の奨励金の受給については、以下の理由により辞退いたします。 
As the recipient, I hereby decline receipt of further stipends from _________ to ________ for the following reasons. 

申請者氏名

Applicant Name 

所属学院・専攻

Graduate School/Major 

辞退理由

（他の奨学金を受

給している等）

Reason for decline 
(receiving other 

scholarships, etc.) 

リーディングプログラム事務局に提出すること。

Submit this form to the Leading Program Administrative Office. 
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リーディングプログラム運営委員会委員長 殿

To the Chair of the ALP steering committee 

誓 約 書
Oath 

私は、博士課程教育リーディングプログラム「物質科学フロンティアを開拓する Ambitious
リーダー育成プログラム」（以下リーディングプログラム）の給付型奨励金を受けるにあたり、

選抜審査申請書に虚偽記載がないこと、並びに奨励金受給期間中は下記事項を遵守することを

誓います。

As a Recipient of Stipends in the doctoral leading program “Ambitious Leader’s Program for Fostering 
Future Leaders to Open New Frontiers in Materials Science,” I hereby swear that I have been completely 
truthful in my application for selection screening and that I will carefully adhere to all rules, regulations, 
and requirements as a Recipient of Stipends, including the requirements herein. 
なお、北海道大学が申請書に虚偽があったと判断または遵守事項に反したと判断した場合、

奨励金の支給取消しを受け、北海道大学より請求があった際には、虚偽を行なった、または遵

守しなかった時点より奨励金を返納することに異存ありません。

In the event Hokkaido University deems that I have been deceitful in my application, or that I have 
violated any applicable rule, regulation, requirement, or criteria, I understand that I shall no longer be 
eligible to receive Stipends, all Stipends shall be withdrawn, and I have no objection to repaying Stipends 
received from the time of the aforementioned receipt or violations, should Hokkaido University so 
request. 

遵守事項
Matters to be observed 

リーディングプログラム給付型奨励金受給者は、受給期間中、次に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。

Leading Program Stipend Recipients must adhere to the following requirements while receiving 
Stipends. 

1． 奨励金受給者のガイドラインの「1. 奨励金支給の目的」に示す奨励金支給の目的を

理解し、奨励金受給者として相応しい態度で学業に専念すること

1． Understand and acknowledge the purpose behind Stipend disbursements, as noted in Stipend
Recipient Guidelines item 1, “Purpose of Stipend Disbursements,” and focus on studies with
an attitude appropriate to one receiving a stipend.

2． 奨励金受給者のガイドラインの「5．受給者の責務」に示す責務を果たすこと 
2． Fulfill obligations of Stipend Recipients as described in item 5 of the Stipend Recipient 

Guidelines, “Obligations of Recipients.” 
3． 公序良俗に反する行為を行わないこと 
3． Refrain from engaging in any activities that violate public order. 

西暦   年  月  日

Date: 

（裏面注意書事項参照）

(See the reverse side for important notes.) 

奨励金受給者 氏名 印

Name of stipend recipient: Seal:
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本誓約書に関する注意事項

Important Notes Regarding the Oath 

 北海道大学はこの誓約書を提出しない者に奨励金を支給しない。

 Hokkaido University does not provide stipends to those who fail to submit the oath.

 不明な点がある場合は、リーディングプログラム事務局に問い合わせること。

 Any questions or concerns should be directed to the Leading Program Administrative Office.
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12．運営組織 

プログラム責任者：山口 淳二 （北海道大学理事・副学長（教育担当））

コーディネーター：石森 浩一郎 （北海道大学副学長・大学院理学研究院教授）

副コーディネーター：幅崎 浩樹 （北海道大学大学院工学研究院教授）

副コーディネーター：久保 英夫 （北海道大学大学院理学研究院教授）

運営委員会 

○石森浩一郎，幅崎浩樹，久保英夫，松永茂樹，八木一三，朝倉清高，坂口和靖，長谷川靖哉，佐田和己，

渡慶次学，佐藤敏文，向井 紳 

学生選抜専門委員会 

○佐田和己，栄伸一郎，八木一三，朝倉清高，島田敏宏

教務専門委員会 

○佐田和己，武次徹也，坂口和靖，大利徹，渡慶次学，久保英夫，川本思心，奥本素子，門出健次，芳賀永，

梅澤大樹，黒田紘敏，中冨晶子，三浦章，岩佐豪，大津珠子 

学生支援専門委員会 

○佐藤敏文，谷野圭持，神谷裕一，芳賀永，行木孝夫，磯野拓也

広報専門委員会 

○渡慶次学，佐田和己，長谷川靖哉，三浦章，大津珠子

QE 委員会 
○坂口和靖，佐田和己，八木一三，朝倉清高，長谷川靖哉，安住和久，松永茂樹，黒田紘敏，三浦章

産官学連携委員会 

○向井紳，佐藤敏文，大利徹，谷野圭持，上田幹人，佐藤美洋，中冨晶子，大津珠子，磯野拓也，岩佐豪，

大月正珠（ブリヂストン），日渡謙一郎（ADEKA），阿部哲也（協和発酵バイオ），飯塚 幸理（JFE スチー

ル），上村賢一（日本製鉄），田辺千夏（昭和電工），半澤宏子（日立），兼子博章（帝人），熊田貴夫（富士

電機），桜田新哉（東芝）

国際連携委員会 

○長谷川靖哉，佐藤敏文，及川英秋，小松崎民樹，荻野勲

異分野ラボビジット委員会 

○幅崎浩樹，南篤志，市川聡，行木孝夫

（○印は各委員会の委員長）
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付録：教育研究ユニット活動・イベントフローチャート 
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https://phdiscover.jp/alp/ 
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https://phdiscover.jp/alp/
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学内向け月刊広報誌『北大時報』への掲載

令和 5 年度に関するイベント記事は 2 件掲載され、本プログラムの取組みが紹介さ

れました。

掲載された記事タイトル

令和５年 11月号 
物質科学リーディングプログラム（ ALP）令和５年度早期修了 6 期生修了式を開催  

令和 6年 4月号 
物質科学リーディングプログラム（ ALP）令和 5 年度 6 期生修了式を開催
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北大時報  No.836／令和5年（2023年）11月 57

部局ニュース

　9月22日（ۚ）、北海道大学物࣭Պ学
フロンティアを։୓するアンビシャス
リーμー育成ϓログϥム（"-P）6期
ੜのग　ਸ਼ܼࢯ（総合化学Ӄ）のमྃ
͕ࣜ、理学部本館大ձٞ室にͯࣥΓ行
ΘΕ·ͨ͠ɻ"-Pͱ͸物࣭Պ学をத৺
に෼໺ԣஅ的に学ͼ、ࣾձ人ͱͯ͠ߴ
͍ೳྗをཆ͍、学Ґऔಘޙに͸学ज़・
研究ػ関ͩけͰ͸ͳ͘民ؒا業ͳͲࣾ
ձの広͍෼໺Ͱ国際的に活༂する人ࡐ
を育成するͨΊの博࢜՝ఔ大学Ӄ教育
ϓログϥムͰすɻྩ࿨2年3月に文部Պ

学লのิॿۚ事業ͱͯ͠のิॿ期ؒ͸
終ྃ͠·͕ͨ͠、北大の事業ͱͯ͠ܧ
ଓͯ͠活動͍ͯ͠·すɻ
　ձ৔ͱͳͬͨの͸90年Ҏ্のྺ史͕
͋る理学部本館大ձٞ室Ͱすɻमྃূ
書त༩の͋ͱ、ग͕͜ࢯΕ·Ͱの活動
をৼΓฦͬͯ、ѫࡰをड़΂ձ৔͔Β大
͖ͳഥख͕ૹΒΕ·ͨ͠ɻଓ͍ͯ、ੴ
৿ߒ一࿠理学研究Ӄ教त（ϓログϥム
コーディωーター・෭学௕）͕गࢯに
Τールのݴ༿をૹΓ·ͨ͠ɻ
　詳細͸΢ΣϒマΨジンPh.DisDover 

httQs���QhdisDover.KQ�Qhd�artiDle�2364
を͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

（総合化学Ӄ・理学Ӄ・工学Ӄ・
（Պ学Ӄ・ੜ໋Պ学Ӄڥ؀

令和5年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
アンビシャスリーダー育成プログラム修了式を開催

修了の挨拶を述べる朱氏

朱氏（中央）を囲んだ集合写真

はなむけの言葉を贈るコーディネーターの石森教授

QRコード

　9月22日（ۚ）、2023年度北海道大学
スマート物࣭Պ学を୓͘アンビシャス
ϓログϥム（ҎԼ、SMatS）のୈ4期
ੜ（博࢜ޙ期՝ఔ1年࣍1名、10月ೖ
学）ͱୈ5期ੜ（म࢜՝ఔ1年࣍6名）
の࠾用͕ࣜ理学部本館大ձٞ室にͯࣥ
Γ行ΘΕ·ͨ͠ɻ͜のϓログϥム͸、
広ٛの物࣭Պ学෼໺をઐ໳ͱする大学
Ӄੜにରͯ͠、ઐ໳෼໺の研究にͱͲ
·る͜ͱͳ͘、スマート物࣭Պ学ྗฒ
ͼにࣾձ࣮૷࣮ྗݱをཆ成する΋のͰ
すɻୈ4期·Ͱ͸博࢜ޙ期՝ఔの学ੜ

をର৅ͱ͍ͯ͠·͕ͨ͠、ୈ5期よΓ
ର৅をम࢜՝ఔの学ੜに֦ு͠·͠
ͨɻ෢࣍ప໵コーディωーター（理学
研究Ӄ教त）͕7名のϓログϥムੜに
認定ূをत༩͠·ͨ͠ɻ
　ձ৔ͱͳͬͨの͸90年Ҏ্のྺ史͕
͋る理学部本館大ձٞ室Ͱすɻୈ4期
ੜ、ୈ5期ੜͱͯ͠࠾用͞Εͨ7名͸、
͜Ε͔Β数理Պ学、ࢉܭ化学、データ
Պ学の࣮ફྗを学ͼͳ͕Βҟ෼໺༥合
͋る͍͸࢈学׭連携のD9ϓログϥム
に΋औΓ૊Έ·すɻ

　詳細͸΢ΣϒマΨジンPh.DisDover
httQs���QhdisDover.KQ�Qhd�artiDle�2356
を͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

（総合化学Ӄ・理学Ӄ・工学Ӄ・ڥ؀
Պ学Ӄ・ੜ໋Պ学Ӄ・৘報Պ学Ӄ）

2023年度北海道大学スマート物質科学を拓く
アンビシャスプログラム第4・5期生採用式を開催

プログラム教員と第4・5期生の集合写真

採用式の会場となった理学部本館大会議室

コーディネーターの武次教授

QRコード
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北大時報  No.841／令和6年（2024年）4月 41

部局ニュース

　3月12日（火）、2023年度北海道大学
スマート物質科学を拓くアンビシャス
プログラムの第1期生（博士後期課程3
年次9名）の修了式がオープンイノベ
ーションハブエンレイソウにて執り行
われました。このプログラムは、広義
の物質科学分野を専門とする大学院生
に対して、専門分野の研究にとどまる
ことなく、スマート物質科学力並びに

社会実装実現力を養成するものです。
　修了証書授与の後、修了した9名が
これまでの活動を振り返って挨拶を述
べ、会場から大きな拍手が送られまし
た。続いて、武次徹也プログラムコー
ディネーター（理学研究院教授）が1
期生にはなむけの言葉を贈りました。
　詳細はPh.Discover（博士人材の
未 来 を 拓 く 情 報 発 信 サ イ ト ）

https://phdiscover.jp/をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・
環境科学院・生命科学院・情報科学院）

2023年度北海道大学スマート物質科学を拓く
アンビシャスプログラム第1期生修了式を開催

はなむけの言葉を贈る武次徹也コーディネータープログラム教員と第1期生の集合写真

修了証書授与

　3月7日（木）、北海道大学物質科学
フロンティアを開拓するAmbitiousリ
ーダー育成プログラム（ALP）6期生2
名の修了式が、理学部にて執り行われ
ました。ALPとは物質科学を中心に分
野横断的に学び、社会人として高い能
力を養い、学位取得後には学術・研究
機関だけではなく民間企業など社会の
広い分野で国際的に活躍する人材を育
成するための大学院教育プログラムで
す。令和2年3月に文部科学省の補助金

事業としての補助期間は終了しました
が、北大の事業として継続して活動し
ています。
　会場となったのは90年以上の歴史が
ある理学部本館大会議室です。修了証
書授与のあと、修了した2名がこれまで
の活動を振り返って挨拶を述べ、会場
から大きな拍手が送られました。続い
て、石森浩一郎理学研究院教授（プロ
グラムコーディネーター・副学長）が
6期生にはなむけの言葉を贈りました。

　詳細はPh.Discover（博士人材の
未 来 を 拓 く 情 報 発 信 サ イ ト ）
https://phdiscover.jp/をご覧ください。

（総合化学院・理学院・工学院・
環境科学院・生命科学院）

令和5年度北海道大学物質科学フロンティアを開拓する
Ambitiousリーダー育成プログラム修了式を開催

修了の挨拶を述べる冨田永希さん

6期生（中央）を囲んだ集合写真

修了の挨拶を述べる岡　紗雪さん

はなむけの言葉を贈る石森コーディネーター
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